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はじめに 

【公共施設等総合管理計画策定の意義】 

 

わが国では、昭和 30 年代から始まった高度経済成長に合わせて、学校や道路などの公共

施設が数多く整備されてきました。こうした公共施設等は時代とともに老朽化が進み、今

では大規模な修繕や建替えなどの時期を迎えつつあります。 

一方で厳しい財政状況の中で公共施設の修繕や建替えが思うように進められず、公共施

設の老朽化による事故の発生やライフラインの中断によって、日常生活に支障を来たす問

題が深刻化しつつあります。笹子トンネルの崩落事故は記憶にあたらしいものです。 

こういった状況を踏まえて、国においては「インフラ長寿命化基本計画」が平成 25 年 11

月に策定されています。 

地方公共団体に対しては、国の動きにあわせ、平成 26 年４月 22 日に「公共施設等総合

管理計画」の策定要請が総務大臣名でなされました（総財務第 74 号 「公共施設等の総合

的かつ計画的な管理の推進について」）。 

 

これらのことから、私たち愛南町では、愛南町の現状の姿をまず把握した上で、これか

らの姿、将来人口や将来財政予測を踏まえながら、これからの公共施設のあり方や維持管

理方針をまとめた『愛南町公共施設等総合管理計画』を策定する運びとなりました。 

 

少子高齢化にともなって公共施設に対するニーズは時代とともに変化しています。私た

ち地方公共団体は、公共施設の用途や配置のあり方について、大幅な見直しが迫られつつ

あります。 

私たち愛南町では、「ともにあゆみ育て創造するまち～第２章～」として平成 26 年３月

に第２次愛南町総合計画を策定しています。本計画は、この総合計画の理念を踏まえなが

ら、愛南町の大切な資産である公共施設等の現状をみつめ、適切に管理し、将来世代に安

心して引き継いでいくための計画であります。 

 

 

平成 29 年３月 

  



 

 

 

本計画に掲載しているデータについて 

 

 本計画に掲載しているデータについては、以下の事項にご留意下さい。 

 

・本計画は、平成 27 年度末現在の公有財産台帳をベースに、平成 28 年３月末までに

収集できた庁内関係所管課等へのアンケート調査、事業計画書類、事業システム蓄積

データなどを踏まえて作成しているため、一部、最新でないデータが存在します。ま

た、後のデータ収集や精査により、別の数値に差し替えたり、別の数値を採用すべき

と判明する可能性があります。 

 

・本計画で行っている分析は、限られた資料に基づいて作成しています。更なる精査

の結果、異なる分析結果が得られる可能性があります。 

 

・本計画に掲載している予測数値は、将来の確実性を保証しているものではありませ

ん。 
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第１章 愛南町の概要 

第１節 概要 

愛南町は、愛媛県の最南端に位置し、北は宇和島市と接し、内陸部で四国山脈から分岐

した篠山山脈を望み、南は宿毛市と接し、海岸部で太平洋に面しています。四国山脈の森

林地帯から流れる僧都川の流域に平野部が開け、市街地を形成していますが、海岸部では

美しい景観のリアス式海岸が形成され、「足摺宇和海国立公園」に指定されています。 

このように、山や海に囲まれ、自然環境に恵まれた愛南町は、宇和海海域公園や南予レ

クリエーション都市公園などの豊富な観光資源を擁しています。 

産業は、まき網漁や一本釣り漁の漁船漁業とハマチ・タイ・真珠母貝等の養殖漁業によ

る水産業及び甘夏柑・愛南ゴールド等の柑橘農業が盛んですが、特に、水産業は日本有数

の生産基地となっています。 

出典：愛南町第２次総合計画「愛南町の現況」より抜粋 

 

表１－１－１ 愛南町の概要 

面積（平成 27 年 10 月１日時点） 238.99k ㎡ 

人口（平成 28 年４月末日時点） 22,780 人 

世帯数（平成 28 年４月末日時点） 10,593 世帯 

出典：面積は、国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」、人口及び世帯は住民基本台帳 

 

第２節 沿革 

平成 16 年 10 月１日 南宇和郡の旧５町村(内海村、御荘町、城辺町、一本松町、西海町)

が合併して誕生しました。 
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第２章 公共施設等総合管理計画について 

第１節 公共施設等総合管理計画とは 

これまで国や地方公共団体においては、公共施設の耐震化事業やインフラ施設の長寿命

化計画など、さまざまな観点から公共施設等に係る改革を進めてきました。 

こうした改革をさらに推進するため、国と地方公共団体が一体となり、長期的な視点に

立って公共施設等の将来のあり方に係る基本方針の必要性が認識されるようになりました。 

まず、国においては平成 25 年 11 月に「インフラ長寿命化基本計画」を策定し、「新し

く造ること」から「賢く使うこと」への転換を柱として、道路や橋梁等に対する安全管理

の徹底と耐震化・長寿命化等を進めています。 

さらに国は平成 26 年４月 22 日に、地方公共団体に対して「公共施設等総合管理計画」

の策定要請（※）を行い、厳しい財政事情や人口減少等による公共施設等の利用需要を踏まえ

たうえで、将来に向けた公共施設等のあり方に関する基本方針の策定を求めています。 

（※）「公共施設等の総合的かつ計画的な管理の推進について」（総務省・平成 26 年４月 22 日） 

こうした背景等を受けて、愛南町においても公共施設等総合管理計画を策定し、今後は

この計画を踏まえて、長期的な観点から町全体の公共施設等の最適なあり方を実現する運

びとなりました。なお、このたび策定した公共施設等総合管理計画は国の指針に基づいて、

以下の構成としています。 

第２節 計画期間 

愛南町における公共施設等総合管理計画の計画期間は、平成 29 年度（2017 年）から平成

48 年度（2036 年）までの 20 年間とします。ただし維持更新費用将来推計などは総務省の

指針を踏まえて、40 年から 60 年先まで見通したものとしています。今後は公共施設等総合

管理計画を踏まえた個別計画を順次策定し、計画的に公共施設等の見直し等を推進します。 

長期的かつ全体的な視点に立った基本方針
施設全体に係る基本方針 施設類型ごとの基本方針

現状や課題の整理

公共施設等全般 人口面 財政面 将来更新費用

公共施設等に係る現状や将来見通しの分析

老朽化状況等 将来人口等 町の財政事情 更新費用の推計
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第３節 対象施設 

愛南町における公共施設等総合管理計画の対象施設は、国の策定指針に準拠して、町が

保有する全ての建築系公共施設（学校や公民館等）及びインフラ施設（道路・橋梁・トン

ネル・漁港等）とします。なお、愛南町においては公共施設等の課題や基本方針の整理に

あたり、次のとおり各公共施設等の『機能』に着目した分類を定めました。 

表２－３－１ 愛南町の施設分類 

 

区分 № 大分類 № 中分類 愛南町の主な施設

1 学校 小学校、中学校

2 その他教育施設 愛南町学校給食センター、教員住宅

1 集会施設 集会所

2 文化施設 愛南町御荘文化センター

1 公民館 公民館

2 地域コミュニティ施設
城辺公民館（愛南町城の辺学習館）、僧都公民館（愛南
町僧都ふれあい交流館）

3 資料館 愛南町一本松郷土資料館

1 スポーツ施設 愛南町一本松体育館、愛南町御荘B&G海洋センター

2 観光施設 愛南町石垣の里だんだん館、愛南町みしょうMIC

5 産業系施設 1 産業系施設
愛南町一本松ふるさと生活館、内海海洋資源開発セン
ター

1 幼稚園 あいなん幼稚園

2 保育園 保育所

3 児童施設 愛南町御荘夢創造館

1 保健施設 愛南町内海保健センター、愛南町西海保健福祉センター

2 その他福祉施設 愛南町養護老人ホーム南楽荘、城辺ふれあい住宅

1 庁舎等 愛南町役場、各支所

2 消防施設 愛南町消防庁舎、消防詰所、倉庫・車庫

3 その他行政施設 災害救済備蓄倉庫

9 町営住宅 1 町営住宅 公営住宅等

10 供給処理施設 1 供給処理施設 愛南町環境衛生センター

1 火葬施設 愛南町御荘霊苑

2 その他 公衆トイレ等

1 道路 町道、農道、林道

2 橋梁 橋梁

3 トンネル トンネル

22 河川 1 河川施設 堤防

南レク御荘公園、西海ふれあい公園

第5号南予レクリエーション都市公園

24 漁港施設 1 漁港施設 各漁港

31 上水道 1 上水道 城辺浄水場、御荘浄水場、広見浄水場

1 集落排水施設 一本松クリーンセンター、平碆クリーンセンター

2 浄化槽 合併処理浄化槽、個別排水処理施設

33 医療系施設 1 病院
愛南町国保一本松病院、愛南町国保一本松病院附属内
海診療所、医師住宅

土
地

41 土地 1 土地 町有地・借地、遊休地

そ
の

他 51 その他 1 その他 防災行政無線、情報通信基盤設備

3 社会教育系施設

特
別
会
計
施

設

2 住民文化系施設

4 スポーツ・観光系施設

イ
ン
フ
ラ
施
設

21 道路

建
築
系
公
共
施
設

1 学校教育系施設

8 行政系施設

32 下水道

1 公園

6 子育て支援施設

7

23 公園等

保健・福祉施設

11 その他建築系公共施設
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第３章 公共施設等の現況及び将来見通し 

第１節 公共施設等の状況 

第１項 保有施設のあらまし 

公共施設等総合管理計画の策定にあたり建築系公共施設の延床面積を調査した結果、愛

南町では平成 27 年度末時点において 467 施設、総延床面積 250,150.19 ㎡の公共施設を保

有しています。 

表３－１－１ 建築系公共施設の用途分類（大分類・中分類）別延床面積の内訳 

 
出典：平成 27 年度末時点固定資産台帳データ（上水道事業会計及び病院事業会計を含む。ただし、平成 28 年度

に解体した旧愛南町役場庁舎、御荘支所及び旧内海支所の面積は含みません。また、御荘支所は平成 28 年度

に移設した愛南町御荘文化センター内の面積にて集計しています。以下同様。） 

注：構成比はそれぞれの区分ごとに四捨五入しているため、区分ごとの合計は 100％にならないことがあります。 

No 大分類 施設数 延床面積(㎡) 構成比 No 中分類 施設数 延床面積(㎡) 構成比

1 学校 17 68,080.20 27.2%

2 その他教育施設 12 6,540.69 2.6%

1 集会施設 118 14,589.81 5.8%

2 文化施設 2 6,501.32 2.6%

1 公民館 12 4,542.20 1.8%

2 地域コミュニティ施設 14 7,920.41 3.2%

3 資料館 1 690.00 0.3%

1 スポーツ施設 9 7,916.05 3.2%

2 観光施設 17 6,155.47 2.5%

5 産業系施設 5 4,452.49 1.8% 1 産業系施設 5 4,452.49 1.8%

1 幼稚園 1 2,341.00 0.9%

2 保育園 8 6,661.43 2.7%

3 児童施設 1 827.00 0.3%

1 保健施設 4 4,174.79 1.7%

2 その他福祉施設 9 8,462.69 3.4%

1 庁舎等 5 12,437.68 5.0%

2 消防施設 72 5,928.32 2.4%

3 その他行政施設 3 142.35 0.1%

9 町営住宅 48 37,125.26 14.8% 1 町営住宅 48 37,125.26 14.8%

10 供給処理施設 1 5,639.00 2.3% 1 供給処理施設 1 5,639.00 2.3%

1 火葬施設 1 1,611.00 0.6%

2 その他 53 25,543.08 10.2%

23 公園等 12 478.74 0.2% 1 公園 12 478.74 0.2%

24 漁港施設 2 46.49 0.02% 1 漁港施設 2 46.49 0.02%

31 上水道 26 4,301.52 1.7% 1 上水道 26 4,301.52 1.7%

31 下水道 7 1,405.68 0.6% 1 集落排水施設 7 1,405.68 0.6%

33 医療系施設 7 5,635.52 2.3% 1 病院 7 5,635.52 2.3%

467 250,150.19 100% 467 250,150.19 100%合計 合計

8 行政系施設 80 18,508.35 7.4%

11 その他建築系公共施設 54 27,154.08 10.9%

6 子育て支援施設 10 9,829.43 3.9%

7 保健・福祉施設 13 12,637.48 5.1%

3 社会教育系施設 27 13,152.61 5.3%

4 スポーツ・観光系施設 26 14,071.52 5.6%

1 学校教育系施設 29 74,620.89 29.8%

2 住民文化系施設 120 21,091.13 8.4%
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図３－１－１ 建築系公共施設の用途分類（大分類）別延床面積の割合 

 

 

表３－１－２ インフラ施設の内訳（平成 28 年 3 月末時点） 

 

（注）道路、橋梁及びトンネルは、道路台帳の最新時点である平成 27 年３月末時点の数量です。 

  

学校教育系施設

29.8%

町営住宅

14.8%

その他建築系公共施設

10.9%

住民文化系施設

8.4%

行政系施設

7.4%

スポーツ・観光系施設

5.6%

社会教育系施設

5.3%

保健・福祉施設

5.1%

子育て支援施設

3.9%

供給処理施設

2.3%

医療施設系

2.3%

産業系施設

1.8%
上水道

1.7%

下水道

0.6% 公園等

0.2%

漁港施設

0.02%

施設の類型 数量等

道路
（町道）実延長527,227.00m、面積2,416,732.41㎡
（農道）実農道延長12,514ｍ、トンネル1本、橋梁4橋
（林道）延長101,426.40ｍ、橋梁5橋

橋梁（町道） 343橋、面積14,428.34㎡

トンネル（町道） 7本、延長1,976.60ｍ

公園 21箇所

上水道 延長364,842m

農業集落排水 延長25,340.00m

漁業集落排水 延長25,357.25m

浄化槽 642基

個別排水処理施設 8基

漁港 19港
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学校教育系施設 住民文化系施設 社会教育系施設 スポーツ・観光系施設

産業系施設 子育て支援施設 保健・福祉施設 行政系施設

町営住宅 供給処理施設 その他建築系公共施設 公園等

漁港施設 上水道 下水道 医療系施設

第２項 建築系公共施設の整備実績 

(１) 建築年度別・用途分類別延床面積 

建築系公共施設について、建築年度別及び用途分類別に延床面積を整理すると、昭和 50

年代及び平成２年頃から平成 10 年頃にかけて大量の建物が整備されました。 

年代別の延床面積の総量について平成 28 年度を起算時点として見ると、新築から 30 年

未満の建物は 133,834.41 ㎡で全体の 53.5％を占めています。一方で新築から 30 年以上経

過し、今後 10 年から 20 年程度の内に建替えや大規模修繕等の更新を控えた建物は

116,315.78 ㎡で全体の 46.5％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１－２ 建築年度別・用途分類別延床面積 

注：面積の表示は小数点第一位を四捨五入しているため内訳と合計が一致しないことがあります。 

 

出典：平成 27 年度末時点固定資産台帳データ（上水道事業会計及び病院事業会計を含む） 

 

 

築 30 年以上（S61 年度以前） 
116,315.78 ㎡ 

46.5％ 

築 30 年未満（S62 年度以降） 
133,834.41 ㎡ 

53.5％ 

10 年未満 

21,481 ㎡ 

8.6％ 

10～19 年 

29,693 ㎡ 

11.9％ 

20～29 年 

82,661 ㎡ 

33.0％ 

30～39 年 

73,096 ㎡ 

29.2％ 

40～49 年 

35,864 ㎡ 

14.3％ 

50 年以上 

7,356 ㎡ 

3.0％ 

愛南町役場 平城小学校 

愛南町御荘文化センター 

城辺小学校 

愛南町養護老人 

ホーム南楽荘 

愛南町環境衛生センター 

（㎡） 
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表３－１－３ 用途分類別の経年別延床面積 

 

注：構成比はそれぞれの区分ごとに四捨五入しているため、区分ごとの合計は 100%にならないことがあります。 

 

図３－１－３ 用途分類別の経年別（30 年未満・30 年以上）延床面積（100％積み上げ） 

 

出典：平成 27 年度末時点固定資産台帳データ（上水道事業会計及び病院事業会計を含む） 

延床面積（㎡） 構成比 延床面積（㎡） 構成比 延床面積（㎡） 構成比 延床面積（㎡） 構成比

30年未満 35,142.08 47.1% 11,994.54 56.9% 5,852.20 44.5% 8,993.57 63.9%

30年以上 39,478.81 52.9% 9,096.59 43.1% 7,300.41 55.5% 5,077.95 36.1%

合計 74,620.89 100% 21,091.13 100% 13,152.61 100% 14,071.52 100%

延床面積（㎡） 構成比 延床面積（㎡） 構成比 延床面積（㎡） 構成比 延床面積（㎡） 構成比

30年未満 3,491.11 78.4% 7,352.46 74.8% 11,887.86 94.1% 14,775.95 79.8%

30年以上 961.38 21.6% 2,476.97 25.2% 749.62 5.9% 3,732.40 20.2%

合計 4,452.49 100% 9,829.43 100% 12,637.48 100% 18,508.35 100%

延床面積（㎡） 構成比 延床面積（㎡） 構成比 延床面積（㎡） 構成比 延床面積（㎡） 構成比

30年未満 15,192.46 40.9% 5,639.00 100.0% 10,249.08 37.7% 406.74 85.0%

30年以上 21,932.80 59.1% 0.00 0.0% 16,905.00 62.3% 72.00 15.0%

合計 37,125.26 100% 5,639.00 100% 27,154.08 100% 478.74 100%

延床面積（㎡） 構成比 延床面積（㎡） 構成比 延床面積（㎡） 構成比 延床面積（㎡） 構成比

30年未満 46.49 100.0% 595.74 13.8% 1,405.68 100.0% 809.45 14.4%

30年以上 0.00 0.0% 3,705.78 86.2% 0.00 0.0% 4,826.07 85.6%

合計 46.49 100% 4,301.52 100% 1,405.68 100% 5,635.52 100%

学校教育系施設

町営住宅

経年分類
社会教育系施設

スポーツ・
観光系施設

住民文化系施設

医療系施設
経年分類

経年分類

経年分類

漁港施設 上水道 下水道

保健・福祉施設 行政系施設

供給処理施設 その他建築系公共施設 公園等

産業系施設 子育て支援施設

4,826㎡

3,706㎡

72㎡

16,905㎡

21,933㎡

3,732㎡

750㎡

2,477㎡

961㎡

5,078㎡

7,300㎡

9,097㎡

39,479㎡

809㎡

1,406㎡

596㎡

46㎡

407㎡

10,249㎡

5,639㎡

15,192㎡

14,776㎡

11,888㎡

7,352㎡

3,491㎡

8,994㎡

5,852㎡

11,995㎡

35,142㎡

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療系施設

下水道

上水道

漁港施設

公園等

その他建築系公共施設

供給処理施設

町営住宅

行政系施設

保健・福祉施設

子育て支援施設
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(２) 指定管理者制度の導入状況 

指定管理制度は平成 15年９月２日に地方自治法の一部改正に伴って導入された制度であ

り、公の施設についてより効果的・効率的な管理を行うため、その管理に民間の能力を活

用するとともに、その適正な管理を確保する仕組を整備し、住民サービスの向上や経費の

節減等を図ることが目的とされています。愛南町においては総施設数 467 施設のうち約 3％

に相当する 13 施設が指定管理者制度の対象として運営されています。 

表３－１－４ 指定管理の導入状況（平成 28 年４月１日時点） 

 
出典：指定管理施設一覧（総務課） 

 

(３) 耐震化の状況 

愛南町の公共施設における耐震工事の実施状況は下記のとおりです。 

表３－１－５ 耐震化工事の実施状況（平成 27 年 4 月時点） 

 

出典：公共施設施設調査結果より  

分析名称 大分類 中分類

1 愛南町深浦交流館 社会教育系施設 地域コミュニティ施設

2 愛南町フレッシュ一本松 スポーツ・観光系施設 観光施設

3 愛南町みしょうMIC スポーツ・観光系施設 観光施設

4 愛南町石垣の里だんだん館 スポーツ・観光系施設 観光施設

5 愛南町中浦交流館 社会教育系施設 地域コミュニティ施設

6 愛南町ゆらり内海 スポーツ・観光系施設 観光施設

7 愛南町山出憩いの里温泉 スポーツ・観光系施設 観光施設

8 愛南町広見コミュニティセンター 社会教育系施設 地域コミュニティ施設

9 愛南町増田コミュニティセンター 社会教育系施設 地域コミュニティ施設

10 愛南町中川コミュニティセンター 社会教育系施設 地域コミュニティ施設

11 愛南町御荘老人福祉センター 保健・福祉施設 その他福祉施設

12 第５号南予レクリエーション都市公園 スポーツ・観光系施設 スポーツ施設

13 愛南町旅客船 その他建築系公共施設 その他

施設名 耐震工事実施年度 Iｓ値（工事後）

一本松山村開発センター 平成22年度 0.69

旧内海町民会館 平成21年度 0.7

国保一本松病院 平成24年度 0.6

平城小学校 平成10年度 0.84

緑小学校 平成20年度 0.75

僧都小学校 平成22年度 0.76

久良小学校 平成21年度 0.76

御荘中学校 平成20年度 0.71

城辺中学校 平成21年度 0.71

御荘霊苑 平成16年度 -

一本松体育館 平成24年度 -

西海体育館 平成24年度 -
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(４) 住民一人当たり延床面積 

① 南予地方における自治体比較（平成 25 年度末時点） 

南予地方の９市町を対象として平成 25年度末時点の市町民一人当たりの延床面積を比較

しました。 

愛南町の平均値 9.84 ㎡/人は南予地方の平均値 8.41 ㎡/人を上回っており、全体で３番

目に大きい値となっています。 

表３－１－６ 南予地方における市町民一人当たり延床面積等（平成 25 年度末時点） 

 

注：名称に＊印が付いている自治体は平成に入ってから合併した自治体を指します。 

注：愛南町の面積は平成 27 年度から 238.99k ㎡となりました。 

図３－１－４ 南予地方における市町民一人当たり延床面積等（平成 25 年度末時点） 

 

出典：延床面積は「公共施設状況調（総務省）」、人口は「住民基本台帳に基づく人口（平成 26 年１月１日時点）、 

面積は「全国都道府県市区町村別面積調（国土地理院）」より引用 

名称
延床面積

（㎡）
人口
（人）

一人当たり
延床面積
（㎡/人）

面積
（k㎡）

人口密度
(人/k㎡)

伊方町* 164,805 10,768 15.31 93.98 115

松野町 64,425 4,322 14.91 98.45 44

愛南町* 236,339 24,027 9.84 238.98 101

内子町* 173,854 18,046 9.63 299.43 60

西予市* 400,503 41,809 9.58 514.34 81

鬼北町* 103,760 11,393 9.11 241.88 47

八幡浜市* 333,716 37,380 8.93 132.68 282

大洲市* 379,751 46,911 8.10 432.22 109

宇和島市* 478,888 83,070 5.76 468.15 177

平均 － － 8.41 － －

5.76 

8.10 

8.93 

9.11 

9.58 

9.63 

9.84 

14.91 

15.31 

0 2 4 6 8 10 12 14 16 

宇和島市*

大洲市*

八幡浜市*

鬼北町*

西予市*

内子町*

愛南町*

松野町

伊方町*

（㎡/人） 

南予地方平均：8.41 ㎡/人 
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② 全国自治体との比較 

全国自治体を人口別に６区分に分類して人口一人当たり延床面積を集計しました。 

人口が少なくなるほど人口一人当たり延床面積は大きくなる傾向があります。 

全国自治体の人口一人当たり延床面積の平均は、3.74 ㎡／人です。 

愛南町は全国平均から見ると、約３倍の床面積を持っていることになります。 

人口１～３万人未満の市町村では、一人当たり延床面積は 6.35 ㎡/人で、愛南町は、約

1.5 倍の床面積を有していることになります。 

 

図３－１－５ 愛南町と全国自治体の一人当たり延床面積（平成 25 年度末時点） 

 

出典：延床面積は「公共施設状況調（総務省）」、人口は「住民基本台帳」に基づく人口（平成 26 年１月１日時点） 

  

3.03 3.20 3.99
4.97
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9.84

12.23
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全国平均：3.74 ㎡/人 

約 1.5 倍

（㎡/人） 
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第３項 インフラ施設の状況 

(１) 道路 

① 町道 

町道は、実延長 527,227.00ｍ、道路面積は 2,416,732.41 ㎡です。町道を改良の有無と舗

装の有無で集計し、更に路面種別でも集計しました。平成 27 年３月末時点の愛南町の舗装

率は、実延長ベースでは 84.8%、面積ベースでは 89.6%です。 

 

 

図３－１－６ 舗装の状況（延長：m）        図３－１－７  舗装の状況（面積：㎡） 

出典：道路台帳（道路延長総括表） 

 

 

② 農道 

農道は、実農道延長は 12,514ｍ、構造物等の延長として、トンネルは１箇所で延長 300

ｍ、橋梁は４箇所で総延長 340ｍとなっています。 

出典：農道台帳作成済農道延長総括表（平成 27 年８月１日現在） 

 

 

③ 林道 

林道は、72 線あり総延長は 101,426.40ｍです。構造物等の延長として、橋梁は５箇所で

総延長は 34.6ｍとなっています。 

出典：林道台帳及び橋梁調書（平成 28 年３月 31 日現在） 

 

  

舗装済

446,851
84.8%

未舗装

80,376 
15.2%

舗装済

2,164,285
89.6%

未舗装

252,448 
10.4%
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(２) 橋梁（町道） 

橋梁は、総面積 14,428.34 ㎡、橋数は 343 橋です。面積ではＲＣ橋が全体の 62.4％を占

めており、橋数でもＲＣ橋が全体の 78.4％を占めています。 

建設年度別の延長を整理すると、198 橋については建設年度が不明となっており、大部分

が架設してから相当な年数が経過した橋が多い状況がうかがえます。 

 

表３－１－７ 橋梁の状況（平成 27 年３月末時点） 

 

注：構成比はそれぞれの区分ごとに四捨五入しているため、区分ごとの合計は 100％にならないことがあります。 

出典：道路台帳（橋調書） 

 

 

(３) トンネル（町道） 

トンネルは、総延長 1,976.60ｍ、本数は７となっています。 

 

表３－１－８ トンネルの状況（平成 27 年３月末時点） 

 

出典：道路台帳（トンネル調書） 

 

 

(４) 河川 

河川は、愛南町が維持管理を行う準用河川として水門や堤防等の河川施設があり、浸水

や冠水を防ぐための治水事業を中心に、改修や清掃等の維持管理を行っています。 

 

 

PC橋 RC橋 鋼橋 木橋 混合 構造不明 合計

面積（㎡) 3,138.65 8,998.40 1,599.17 44.92 306.93 340.27 14,428.34

構成比 21.8% 62.4% 11.1% 0.3% 2.1% 2.4% 100%

橋数 36 269 9 3 5 21 343

構成比 10.5% 78.4% 2.6% 0.9% 1.5% 6.1% 100%

名称 延長（m） 幅員（m） 有効高（m） 建築年次

深浦隧道 299.40 4.5 4.0 S16

島原トンネル 290.00 7.3 6.0 H6

鯆越トンネル 256.30 11.2 7.0 H11

篠山トンネル 582.90 6.0 4.5 H5

中ノ川隧道 118.00 6.7 3.8 S35

平碆友愛トンネル 60.00 6.9 4.5 H12

篠南トンネル 370.00 14.3 4.5 H12

合計 1,976.60
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(５)公園 

公園は、21 箇所となっています。 

21 公園のうち、有料で利用させる「有料公園施設」は２箇所あり、テニスコート、クロ

ッケーコートなどの運動施設と多目的広場を備えています。 

表３－１－９ 公園の状況（平成 26 年 3 月末時点） 

 

出典：愛南町公園条例 

 

 

(６)上水道 

水道は、上水道と簡易水道を実施しています。 

上水道及び簡易水道の管延長は 364,842ｍとなっており、管路全体の耐震化率は 24.86％

です。 

このうち、上水道（管）は、延長が 223,523ｍとなっています。水道管耐震化調によると、

管路全体の耐震化率は 23.67％です。 

簡易水道（管）は、延長が 141,319ｍとなっています。水道管耐震化調によると、管路全

体の耐震化率は 26.74％です。 

 

表３－１－10 上水道・簡易水道の状況（平成 28 年３月末時点） 

 

注：表中の数値は小数第一位を四捨五入しているため、内訳と合計が一致しないことがあります。 

出典：水道管耐震化調 

 

 

都市公園 都市公園以外 合計

公園数 2 19 21

面積（㎡） 34,100 94,632 128,732

面積構成比 26.5% 73.5% 100%

ダクタイル
鋳鉄管

ポリエチレン
管

鋼管 ビニール管
ステンレス

管
合計

導水管 6,394 0 0 0 0 6,394

送水管 44,129 2,480 3,285 6,537 26 56,457

配水管 53,731 20,231 3,680 82,934 97 160,672

小計 104,254 22,710 6,965 89,471 123 223,523

導水管 1,983 338 339 1,600 0 4,260

送水管 18,791 5,056 596 87 0 24,530

配水管 37,671 18,206 1,615 55,028 9 112,529

小計 58,445 23,600 2,550 56,714 9 141,319

162,699 46,310 9,515 146,185 132 364,842合計

簡易水道

上水道

（単位：ｍ）
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(７) 下水道 

① 農業集落排水 

農業集落排水は、御在所地区、広見地区、和口地区において事業を実施しています。 

整備年度別でみると、御在所地区は平成５年度、広見地区は平成９年度から 12 年度に

かけて、和口地区は平成 13 年度から 15 年度にかけて整備しました。 

 

  

図３－１－８ 農業集落排水の年度別整備状況（平成 28 年３月末時点） 

出典：農業集落排水施設台帳（管路施設調書） 

 

② 漁業集落排水 

漁業集落排水は、網代地区、魚神山地区、油袋地区、家串地区、平碆地区において事業

を実施しています。 

整備年度別でみると、網代地区は平成 15 年度、魚神山地区は平成 14 年度から 16 年度

にかけて、油袋地区は平成 11 年度から 13 年度にかけて、家串地区は平成 12 年度から 14

年度にかけて、平碆地区は平成６年度から 11 年度にかけて整備しました。 

  

1,449 

295 

7,151 

8,771 

5,475 

1,380 

218 
600 

0 

5,000 

10,000 

15,000 

20,000 

25,000 

30,000 

0 

2,000 

4,000 

6,000 

8,000 

10,000 

H5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27
御在所地区 広見地区 和口地区

（ｍ） （累積ｍ） 
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図３－１－９ 漁業集落排水の年度別整備状況（平成 28 年 3 月末時点） 

注：整備年度は各地区最初の年度を採用しています。   出典：漁業集落排水施設台帳（総括調書） 

 

③ 浄化槽 

浄化槽は、愛南町では平成 22 年度から「愛南町営浄化槽整備推進事業」を実施してい

ます。本事業はＰＦＩ方式を導入し、浄化槽の設置・維持管理および使用料徴収業務につ

いて、民間のノウハウを取り入れ、町の財政負担の軽減と住民サービスの向上を図ってい

ます。 

 

 

図３－１－10 浄化槽の年度別整備状況（平成 28 年３月末時点） 

出典：公有財産（浄化槽台帳）  
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④ 個別排水処理施設 

個別排水処理施設は、平成 16 年度に８基設置しました。 

収益的収支比率は 100％を下回っており、数値も近年は右肩下がりで下降しています。 

経費回収率は、類似団体 52.31％

に対し、28％程度と低く、収益につ

いては使用料以外の収入に依存し

ていることが考えられ、経営の効率

性を低下させています。 

老朽化の状況については、供用開

始より 10 年が経過し、修繕が増加

傾向にあります。 

（平成 26 年度 個別排水処理事

業 経営比較分析表より） 

 

出典：和口地区個別排水処理施設工事（環境衛生課資料） 
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(８) 漁港 

漁港は、19 港となっています。 

内訳は、地元の漁業を主とする「第１種漁港」が 13 漁港、利用範囲が第１種よりも広く、

第３種漁港に属しない「第２種漁港」が４漁港、利用範囲が全国的な「第３種漁港」が２

漁港です。 

表３－１－11 漁港における主な施設の状況（平成 28 年 3 月末時点） 

 

出典：漁港台帳（総括表） 

 

 

 

 

 

 

 

  

網代 魚神山 油袋 家串 平碆 柏崎 御荘 成川 赤水 高畑

防波堤（m） 161 180 87 49 133 269 118 22 - 202

防砂堤（m） - - - - - - - - - -

防潮堤（m） - - - - - - - - - -

導流堤（m） - - - - - - - - - -

護岸（m） 386 718 1,334 486 178 1,396 2,071 175 1,351 421

突堤（m） - - 26 - - 160 - - - -

胸壁（m） - - - - - - - - - 112

岸壁（m） - - - - - - 70 - - 70

物揚護岸（m） 10 5 - 46 22 38 682 84 - 324

けい船護岸（m） - - 3 - - - - - - -

泊地（㎡） 8,940 12,597 65,200 23,340 42,050 29,400 137,000 9,500 17,600 19,352

物揚場（m） 239 160 255 307 538 865 100 105 51 100

船揚場（m） - - - - - 16 15 - - -

桟橋（m） - - - - - - - - - -

中浦 左右水 猿鳴 西浦 武者泊 福浦 船越 深浦 中玉 合計

防波堤（m） - - 192 831 122 919 821 1,017 128 5,183

防砂堤（m） - - 28 - - - - - - 28

防潮堤（m） - - - - - - - 110 - 110

導流堤（m） - - - - - 18 - - - 18

護岸（m） 1,448 340 361 1,692 286 3,232 2,710 6,419 968 25,940

突堤（m） - - - - - 39 271 - - 495

胸壁（m） - - - - - - 45 60 - 217

岸壁（m） 554 - - - - 277 427 1,863 - 3,230

物揚護岸（m） 1,297 140 15 472 6 1,208 476 1,996 22 6,876

けい船護岸（m） - - - - - - - 215 - 218

泊地（㎡） 146,310 6,250 7,500 157,200 1,500 202,800 140,300 57,150 14,134 1,101,523

物揚場（m） 231 55 181 252 144 201 255 550 35 4,621

船揚場（m） 18 - 11 121 - 65 134 - - 379

桟橋（m） - - - - - - - 80 - 80
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第４項 土地の状況 

土地は、平成 27 年度決算に基づく町所有地が 21,304,433.02 ㎡であり、このうち、普通

財産は 20,110,376.36 ㎡で 94.4％を占めますが、普通財産のうち山林が 19,731,519.64 ㎡

を占めており、宅地は 93,232.12 ㎡です。 

 

 

第５項 その他の施設の状況 

(１)防災行政無線 

防災行政無線は、旧５町村すべの地域で整備されたものを一元化のうえ運用しています。

しかし、屋外放送を行うには旧５町村すべての親局を起動する必要があり、災害時におい

て迅速な対応ができず、未放送となる地域が発生する危険性が指摘されています。 

また、平成 27 年時点で整備から 24 年が経過しているため、すでに製造が終了している

部品があり、システムの維持管理についてのリスク要因となっています。 

災害発生時において確実かつ的確に情報を伝達するためには、親局を一つにすることが

有効です。また、他の行政関連システムと連携をとり、より的確に活用するために、デジ

タル化も進めていく必要があります。そこで、愛南町では平成 29 年度完了を予定し、現在

整備事業進行中です。 

 

(２)情報通信基盤整備 

情報通信基盤整備は、情報通信格差の解消を図るため、平成22年度より進めている、光

ファイバケーブルを各家庭まで整備する事業です。 

この事業で住民が利用できるサービスは次のとおりです。 

告知端末機は、防災行政無線の戸別受信機に代わるものであり、申し込みを前提として

全世帯を対象に無料で整備しています。 

 【利用可能なサービス】 

① 告知端末機（無料） 

② ケーブルテレビ（有料） 

③ ひかり電話（有料） 

④ 光インターネット（有料） 

 

(３)その他 

これまで取り上げた施設以外にも、住民生活の基盤となるインフラ施設は多数存在しま

す。今後の施設への需要や老朽化状況を踏まえて、計画的な維持管理と更新が必要です。 
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第２節 今後の人口・高齢化率の見通し 

第１項 人口の現況 

愛南町の人口は昭和 60 年度から平成 27 年度まで一貫して減少傾向にあります。平成 27

年度以降も減少傾向が続き、平成 72 年度には 10,202 人まで減少する見込であり、平成 27

年度の 23,131 人から 45 年間で約 56％の人口が減少することになります。 

 

表３－２－１ 地域別の人口推移及び将来推計 

 
注：過去推移は国勢調査、将来推計は愛南町人口ビジョンの将来推計人口の推計値を使用。（以下、同様。） 

 

 

 
図３－２－１ 地域別の人口推移及び将来推計  

内海地域 御荘地域 城辺地域 一本松地域 西海地域 合計

S60 2,705 10,268 11,832 4,211 4,752 33,768

H2 2,706 10,039 11,209 4,122 4,219 32,295

H7 2,659 9,944 10,647 4,167 3,684 31,101

H12 2,425 9,656 9,728 4,256 3,266 29,331

H17 2,108 8,959 8,751 4,031 2,787 26,636

H22 1,786 8,219 7,886 3,751 2,419 24,061

H27 1,727 7,786 7,645 3,763 2,210 23,131

H32 - - - - - 20,768

H37 - - - - - 19,137

H42 - - - - - 17,547

H47 - - - - - 16,035

H52 - - - - - 14,644

H57 - - - - - 13,319

H62 - - - - - 12,117

H67 - - - - - 11,078

H72 - - - - - 10,202

将
来
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計

過
去
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移
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（単位：人） 

（千人） 

将来推計 

H27 から H72 までに約 56％の人口減



  20 第３章 公共施設等の現況及び将来見通し

 

第２項 人口の推移と将来推計 

年齢三区分でみると、老年人口（65 歳以上）は昭和 60 年度では 14.8％を占めていまし

たが、平成 27 年度には 38.4％へ上昇しています。一方で年少人口（14 歳以下）は 21.0％

から 9.3％へ低下しています。将来推計においても同様の傾向が継続する見込ですが、平成

42 年度以降は老年人口が減少へ転ずる見通しとなっています。 

 

表３－２－２ 年齢三区分の人口推移及び将来推計 

 

注1：構成比はそれぞれの区分ごとに四捨五入しているため、区分ごとの合計は100％にならないことがあります。 

注 2：年齢三区分の将来推計は愛南町人口ビジョンにおいて 10 年毎に推計されています。 

 

 

図３－２－２  年齢三区分の人口推移及び将来推計 

 

年齢不詳

総数 構成比 総数 構成比 総数 構成比 総数

S60 7,094 21.0% 21,673 64.2% 5,001 14.8% 0 33,768

H2 6,054 18.7% 20,550 63.6% 5,691 17.6% 0 32,295

H7 5,031 16.2% 19,497 62.7% 6,573 21.1% 0 31,101

H12 4,211 14.4% 17,778 60.6% 7,337 25.0% 5 29,331

H17 3,434 12.9% 15,373 57.7% 7,829 29.4% 0 26,636

H22 2,690 11.2% 13,297 55.3% 8,063 33.5% 11 24,061

H27 2,159 9.3% 12,098 52.3% 8,874 38.4% 0 23,131

H32 1,999 9.6% 9,729 46.8% 9,040 43.5% 0 20,768

H42 1,721 9.8% 7,682 43.8% 8,144 46.4% 0 17,547

H52 1,676 11.4% 6,216 42.4% 6,752 46.1% 0 14,644

H62 1,611 13.3% 5,463 45.1% 5,043 41.6% 0 12,117

H72 1,345 13.2% 5,195 50.9% 3,662 35.9% 0 10,202
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第３節 公共施設等の更新等に係る中長期的な経費の見込み 

第１項 財政の将来見通し 

(１)一般会計の歳入歳出の推移 

平成 17 年度から 27 年度の一般会計と特別会計を合算した歳入歳出の推移を集計しまし

た。 

 

表３－３－１ 一般会計の歳入歳出の推移 

 

出典：愛南町決算資料（財政分析においては以下同様） 

項目 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

歳 入 18,514 17,330 14,999 15,014 16,593 19,663 16,972 16,672 15,674 17,131 17,067

歳 出 17,828 16,781 14,526 14,389 15,601 18,803 16,153 16,065 14,851 16,463 16,120

歳 入 3,369 3,561 3,923 3,720 3,670 3,755 3,810 3,866 3,787 3,719 4,117

歳 出 3,276 3,480 3,892 3,698 3,566 3,647 3,652 3,835 3,740 3,681 4,077

歳 入 2,259 2,301 2,321 2,452 2,536 2,691 2,778 2,931 3,036 3,036 3,094

歳 出 2,233 2,217 2,282 2,412 2,520 2,677 2,770 2,910 3,015 2,983 3,044

歳 入 0 0 0 241 255 254 258 281 279 283 287

歳 出 0 0 0 232 244 243 249 272 272 275 278

歳 入 352 790 587 223 249 322 247 286 244 294 638

歳 出 344 787 584 219 247 318 243 280 242 287 633

歳 入 287 166 163 167 170 185 169 156 152 141 129

歳 出 285 163 161 164 166 184 167 154 150 139 127

歳 入 0 0 0 0 0 81 191 135 135 145 131

歳 出 0 0 0 0 0 80 190 135 135 144 130

歳 入 233 204 84 82 71 71 70 69 76 72 73

歳 出 210 197 71 77 65 66 65 68 68 68 69

歳 入 63 55 53 49 42 34 30 15 15 23 25

歳 出 59 54 52 47 41 33 30 15 14 23 25

歳 入 743 511 572 853 560 727 494 566 650 655 648

歳 出 900 652 921 1,086 847 827 708 788 848 852 809

歳 入 525 599 772 620 591 593 596 555 551 597 583

歳 出 522 622 772 602 610 614 593 604 616 668 651

歳 入 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

歳 出 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

歳 入 155 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

歳 出 155 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

歳 入 3,372 3,170 3,123 315 20 23 0 0 0 0 0

歳 出 3,347 3,149 3,121 298 1 4 0 0 0 0 0

歳 入 11,359 11,356 11,597 8,722 8,165 8,737 8,643 8,861 8,925 8,964 9,724

歳 出 11,331 11,321 11,855 8,835 8,307 8,693 8,668 9,061 9,100 9,120 9,844

歳 入 29,873 28,687 26,597 23,737 24,759 28,400 25,615 25,533 24,599 26,095 26,792

歳 出 29,159 28,103 26,380 23,224 23,907 27,496 24,820 25,126 23,951 25,583 25,964

区　　　　分

一般会計

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険
特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療
特別会計

簡易水道特別会計

小規模下水道
特別会計

浄化槽整備事業
特別会計

温泉事業等特別会計

旅客船特別会計

上水道事業会計

病院事業会計

同和地区住宅新築資金
等貸付事業特別会計

国民健康保険特別
会計（内海診療所）

老人保健特別会計

特別会計　小計

合　　　　　　　　　　計

（単位：百万円）
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図３－３－１ 一般会計の歳入歳出の推移 

 

(２)歳入の推移 

平成 17 年度から 27 年度の普通会計における歳入の推移を集計しました。主要な自主財

源である税収入は、制度改正による一時的な増加はありましたが、年々減少傾向にあり、

近年は 18 億円程度で推移しており、歳入総額に対する割合は 10％程度です。 

依存財源のうち、地方交付税はここ数年では 82 億円～86 億円程度で推移しています。国

庫支出金は平成 21 年度と 22 年度において前年比 200％以上増加していましたが、その後は

10 億円～13 億円での推移となっています。 

 

図３－３－２ 歳入の推移
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表３－３－２ 歳入の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

地方税 1,844,069 9.9% 1,786,684 10.2% 2,009,431 13.3% 1,964,998 13.0% 1,816,800 10.9% 1,771,213 9.0%

分担金・負担金 186,994 1.0% 180,987 1.0% 175,096 1.2% 168,150 1.1% 167,450 1.0% 164,726 0.8%

使用料 424,043 2.3% 404,146 2.3% 365,532 2.4% 344,255 2.3% 331,877 2.0% 319,111 1.6%

手数料 23,878 0.1% 33,657 0.2% 40,173 0.3% 37,040 0.2% 36,152 0.2% 39,750 0.2%

財産収入 21,555 0.1% 37,037 0.2% 41,559 0.3% 51,897 0.3% 252,811 1.5% 232,218 1.2%

寄附金 1,000 0.0% 11 0.0% 200 0.0% 2,233 0.0% 2,461 0.0% 2,345 0.0%

繰入金 1,460,401 7.8% 693,420 4.0% 35,000 0.2% 217,016 1.4% 369,922 2.2% 24,336 0.1%

繰越金 851,105 4.6% 708,581 4.0% 556,745 3.7% 486,236 3.2% 630,376 3.8% 998,938 5.1%

諸収入 369,664 2.0% 315,951 1.8% 242,053 1.6% 221,476 1.5% 211,703 1.3% 204,900 1.0%

小計 5,182,709 27.8% 4,160,474 23.7% 3,465,789 23.0% 3,493,301 23.2% 3,819,552 22.9% 3,757,537 19.0%

地方譲与税 285,397 1.5% 355,720 2.0% 179,825 1.2% 181,214 1.2% 169,478 1.0% 164,098 0.8%

利子割交付金 13,085 0.1% 9,322 0.1% 12,570 0.1% 12,697 0.1% 10,393 0.1% 8,807 0.0%

配当割交付金 5,288 0.0% 7,640 0.0% 9,609 0.1% 3,474 0.0% 2,648 0.0% 3,174 0.0%

株式等譲渡所得割交付金 8,164 0.0% 6,771 0.0% 6,116 0.0% 1,775 0.0% 1,531 0.0% 1,340 0.0%

地方消費税交付金 249,525 1.3% 252,026 1.4% 237,278 1.6% 207,395 1.4% 211,201 1.3% 210,837 1.1%

自動車取得税交付金 71,958 0.4% 77,961 0.4% 71,125 0.5% 65,116 0.4% 40,396 0.2% 34,598 0.2%

地方特例交付金 56,545 0.3% 43,811 0.2% 14,101 0.1% 24,644 0.2% 32,516 0.2% 52,067 0.3%

地方交付税 7,672,725 41.2% 7,584,381 43.3% 7,552,886 50.1% 7,789,614 51.7% 8,031,453 48.2% 8,613,258 43.7%

　うち普通交付税 6,890,549 37.0% 6,858,555 39.1% 6,912,386 45.8% 7,178,319 47.6% 7,420,253 44.6% 7,952,328 40.3%

　うち特別交付税 782,176 4.2% 725,826 4.1% 640,500 4.2% 611,295 4.1% 611,200 3.7% 660,930 3.4%

交通安全対策特別交付金 3,754 0.0% 4,089 0.0% 4,219 0.0% 4,067 0.0% 4,029 0.0% 3,580 0.0%

国庫支出金 1,229,075 6.6% 1,254,939 7.2% 821,458 5.4% 981,292 6.5% 2,092,265 12.6% 4,759,375 24.1%

都道府県支出金 1,170,584 6.3% 1,158,994 6.6% 805,318 5.3% 733,476 4.9% 861,517 5.2% 786,182 4.0%

地方債 2,682,400 14.4% 2,611,200 14.9% 1,903,600 12.6% 1,581,300 10.5% 1,376,100 8.3% 1,329,900 6.7%

小計 13,448,500 72.2% 13,366,854 76.3% 11,618,105 77.0% 11,586,064 76.8% 12,833,527 77.1% 15,967,216 81.0%

合　計 18,631,209 100% 17,527,328 100% 15,083,894 100% 15,079,365 100% 16,653,079 100% 19,724,753 100%

依
存
財
源

自
主
財
源

区　　　　　　分
H17 H18 H19 H20 H21 H22

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

地方税 1,837,270 10.8% 1,812,487 10.8% 1,822,518 11.6% 1,810,047 10.5% 1,754,390 10.2%

分担金・負担金 169,563 1.0% 174,946 1.0% 178,748 1.1% 166,164 1.0% 164,240 1.0%

使用料 304,005 1.8% 289,723 1.7% 294,938 1.9% 294,422 1.7% 290,449 1.7%

手数料 37,969 0.2% 39,368 0.2% 42,466 0.3% 41,393 0.2% 42,436 0.2%

財産収入 56,939 0.3% 36,752 0.2% 36,831 0.2% 35,269 0.2% 37,575 0.2%

寄附金 4,687 0.0% 7,425 0.0% 31,175 0.2% 85,217 0.5% 126,366 0.7%

繰入金 33,445 0.2% 46,040 0.3% 15,221 0.1% 43,408 0.3% 8,142 0.0%

繰越金 863,914 5.1% 823,879 4.9% 607,676 3.9% 829,770 4.8% 671,477 3.9%

諸収入 327,965 1.9% 320,059 1.9% 287,822 1.8% 288,602 1.7% 353,584 2.1%

小計 3,635,757 21.3% 3,550,679 21.2% 3,317,395 21.1% 3,594,292 20.9% 3,448,659 20.1%

地方譲与税 159,635 0.9% 149,518 0.9% 143,261 0.9% 136,496 0.8% 147,832 0.9%

利子割交付金 7,235 0.0% 6,741 0.0% 6,710 0.0% 6,114 0.0% 5,411 0.0%

配当割交付金 3,519 0.0% 3,445 0.0% 7,357 0.0% 13,916 0.1% 10,819 0.1%

株式等譲渡所得割交付金 912 0.0% 1,101 0.0% 11,670 0.1% 9,151 0.1% 10,891 0.1%

地方消費税交付金 197,259 1.2% 189,603 1.1% 187,987 1.2% 232,509 1.4% 416,455 2.4%

自動車取得税交付金 30,257 0.2% 36,674 0.2% 32,544 0.2% 16,631 0.1% 22,898 0.1%

地方特例交付金 45,441 0.3% 5,400 0.0% 4,261 0.0% 3,556 0.0% 3,303 0.0%

地方交付税 8,639,046 50.7% 8,431,462 50.4% 8,416,881 53.5% 8,306,342 48.3% 8,204,557 47.9%

　うち普通交付税 7,962,441 46.7% 7,774,634 46.5% 7,759,353 49.3% 7,709,462 44.8% 7,603,690 44.4%

　うち特別交付税 676,605 4.0% 656,828 3.9% 657,528 4.2% 596,880 3.5% 600,867 3.5%

交通安全対策特別交付金 3,280 0.0% 3,047 0.0% 2,850 0.0% 2,451 0.0% 2,719 0.0%

国庫支出金 1,266,794 7.4% 1,277,412 7.6% 1,140,666 7.3% 1,133,402 6.6% 1,004,029 5.9%

都道府県支出金 842,078 4.9% 868,496 5.2% 881,513 5.6% 822,218 4.8% 825,840 4.8%

地方債 2,201,200 12.9% 2,208,000 13.2% 1,579,400 10.0% 2,912,500 16.9% 3,019,100 17.6%

小計 13,396,656 78.7% 13,180,899 78.8% 12,415,100 78.9% 13,595,286 79.1% 13,673,854 79.9%

合　計 17,032,413 100% 16,731,578 100% 15,732,495 100% 17,189,578 100% 17,122,513 100%

H27

自
主
財
源

依
存
財
源

H23 H24 H25 H26
区　　　　　　分

（単位：千円）
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(３)歳出の推移（性質別） 

平成 17 年度以降の普通会計における性質別歳出の推移を集計しました。概ね一定の額で

推移していますが投資的経費は比較的変動があります。平成 22 年度は前年度比 227％と突

出していますが、これは情報通信基盤整備事業が実施されたためです。 

表３－３－３ 歳出の推移（性質別） 

 

 

 

図３－３－３ 歳出の推移（性質別） 

出典：地方財政状況調査関係資料における決算カード 

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比
人件費 3,918,323 21.9% 3,864,894 22.8% 3,730,867 25.6% 3,573,904 24.7% 3,557,494 22.7% 3,394,121 18.0%
扶助費 899,656 5.0% 950,183 5.6% 1,001,005 6.9% 973,314 6.7% 990,247 6.3% 1,217,884 6.5%
公債費 2,891,980 16.1% 3,235,914 19.1% 3,080,402 21.1% 3,147,048 21.8% 3,112,961 19.9% 3,120,202 16.5%
小計 7,709,959 43.0% 8,050,991 47.4% 7,812,274 53.5% 7,694,266 53.3% 7,660,702 48.9% 7,732,207 41.0%
物件費 2,237,523 12.5% 1,967,013 11.6% 1,851,137 12.7% 1,784,424 12.3% 1,896,163 12.1% 2,000,890 10.6%
維持補修費 64,081 0.4% 73,283 0.4% 70,009 0.5% 63,498 0.4% 71,579 0.5% 67,446 0.4%
補助費等 1,011,853 5.6% 962,490 5.7% 821,708 5.6% 882,251 6.1% 1,309,733 8.4% 947,390 5.0%
繰出金 1,222,353 6.8% 1,311,722 7.7% 1,345,999 9.2% 1,404,056 9.7% 1,538,479 9.8% 1,625,686 8.6%
積立金 1,801,732 10.1% 705,866 4.2% 510,364 3.5% 984,074 6.8% 770,505 4.9% 1,058,812 5.6%
投資・出資金・貸付金 27,615 0.2% 30,651 0.2% 52,600 0.4% 113,594 0.8% 46,558 0.3% 75,439 0.4%
投資的経費 3,847,512 21.5% 3,868,567 22.8% 2,133,567 14.6% 1,522,826 10.5% 2,360,422 15.1% 5,352,969 28.4%
小計 10,212,669 57.0% 8,919,592 52.6% 6,785,384 46.5% 6,754,723 46.7% 7,993,439 51.1% 11,128,632 59.0%
合計 17,922,628 100% 16,970,583 100% 14,597,658 100% 14,448,989 100% 15,654,141 100% 18,860,839 100%

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比
人件費 3,300,350 20.4% 3,158,143 19.6% 3,041,580 20.4% 3,057,450 18.5% 2,984,360 18.5%
扶助費 1,277,514 7.9% 1,293,242 8.0% 1,290,836 8.7% 1,411,012 8.5% 1,441,585 8.9%
公債費 3,073,145 19.0% 2,960,334 18.4% 2,733,240 18.3% 2,522,909 15.3% 2,425,085 15.0%
小計 7,651,009 47.2% 7,411,719 46.0% 7,065,656 47.4% 6,991,371 42.3% 6,851,030 42.4%
物件費 2,144,943 13.2% 2,086,362 12.9% 2,117,215 14.2% 2,315,655 14.0% 2,148,866 13.3%
維持補修費 74,077 0.5% 66,608 0.4% 57,872 0.4% 66,810 0.4% 65,947 0.4%
補助費等 1,034,699 6.4% 1,139,267 7.1% 1,050,717 7.1% 1,139,029 6.9% 1,678,977 10.4%
繰出金 1,662,234 10.3% 1,598,405 9.9% 1,571,682 10.5% 1,500,979 9.1% 1,610,411 10.0%
積立金 312,108 1.9% 466,078 2.9% 540,432 3.6% 765,402 4.6% 438,633 2.7%
投資・出資金・貸付金 15,310 0.1% 27,935 0.2% 55,960 0.4% 8,498 0.1% 28,179 0.2%
投資的経費 3,314,154 20.4% 3,327,528 20.6% 2,443,191 16.4% 3,730,357 22.6% 3,349,085 20.7%
小計 8,557,525 52.8% 8,712,183 54.0% 7,837,069 52.6% 9,526,730 57.7% 9,320,098 57.6%
合計 16,208,534 100% 16,123,902 100% 14,902,725 100% 16,518,101 100% 16,171,128 100%

H22H17 H18 H19 H20 H21

H23 H24 H25 H26 H27

3,918 3,865 3,731 3,574 3,557 3,394 3,300 3,158 3,042 3,057 2,984
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（単位：千円）

（百万円） 
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(４)特別会計の状況 

① 簡易水道特別会計の状況 

施設の更新が生じた年度においては歳入歳出が大きく増加しています。 

 

 

図３－３－４ 簡易水道特別会計の推移 

 

② 小規模下水道特別会計の状況 

平成 18 年度以降は、大型の施設整備を終えて既存施設の維持管理を中心に実施して

おり、歳入歳出は微減傾向で推移しています。 

 

 

図３－３－５ 小規模下水道特別会計の推移 
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③ 浄化槽整備事業特別会計の状況 

事業開始当初の平成 22 年度及び 23 年度は大幅な増加がありましたが、平成 24 年度

以降は、概ね横ばいにて推移しています。 

 

 

図３－３－６ 浄化槽整備事業特別会計の推移 

 

④ 上水道事業会計の状況 

施設の更新時期によって歳入歳出の増減が生じていますが、年８億円前後の歳入歳

出にて推移しています。 

 

 

図３－３－７ 上水道事業会計の推移 

 

81

191

135 135
145

131

80

190

135 135
144

130

0

100

200

H17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

歳入 歳出

743

511
572

853

560

727

494
566

650 655 648

900

652

921

1,086

847 827

708
788

848 852
809

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

歳入 歳出

（百万円） 

（百万円） 

事業開始 



 第３章 公共施設等の現況及び将来見通し 27 

 

⑤ 病院事業会計の状況 

歳入歳出ともに大幅な増減は見られず、年６億円前後の歳入歳出にて推移していま

す。 

 

 

図３－３－８ 病院事業会計の推移 

 

(５)愛南町公共施設整備基金の状況 

愛南町公共施設整備基金は公共施設の整備を図るため、条例により設置された基金です。 

本基金残高の推移を集計しました。 

 

 

図３－３－９ 愛南町公共施設整備基金残高の推移  
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(６)工事費関係の推移 

愛南町の建築系公共施設とインフラ施設（町道・橋梁・下水）の工事費関係 11 年間の推

移を集計しました。 

11 年間の平均は約 13 億円であり、11 年間の合計では建築（新規）、建築（修繕）、町道

の３項目で全体の 97％を占めています。 

 

表３－３－４ 工事費関係の推移 

 

 

 

 

図３－３－10 工事費関係の推移 

出典：財務会計データ 

  

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

建築（新規） 105,839 7.3% 98,968 9.6% 112,762 16.8% 12,508 1.7% 26,272 1.9% 20,654 2.0%

建築（修繕） 285,219 19.8% 291,128 28.2% 252,856 37.7% 342,419 45.4% 671,184 49.5% 464,877 45.8%

町道 886,743 61.6% 642,053 62.2% 305,258 45.5% 393,898 52.3% 612,576 45.2% 502,820 49.5%

橋梁 473 0.0% 189 0.0% 0 0.0% 4,358 0.6% 45,783 3.4% 26,730 2.6%

下水 161,961 11.2% 0 0.0% 0 0.0% 340 0.0% 715 0.1% 0 0.0%

合計 1,440,235 100% 1,032,338 100% 670,875 100% 753,522 100% 1,356,530 100% 1,015,080 100%

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

建築（新規） 1,009,971 57.7% 639,942 44.9% 18,856 2.6% 1,567,557 70.6% 1,413,004 73.2% 5,033,823 35.2%

建築（修繕） 241,265 13.8% 428,596 30.1% 336,112 46.9% 229,043 10.3% 206,505 10.7% 3,741,712 26.1%

町道 430,027 24.6% 307,210 21.5% 316,209 44.2% 387,719 17.5% 308,745 16.0% 5,093,258 35.6%

橋梁 66,866 3.8% 46,488 3.3% 44,545 6.2% 35,519 1.6% 1,350 0.1% 272,299 1.9%

下水 1,785 0.1% 3,654 0.3% 210 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 168,665 1.2%

合計 1,749,913 100% 1,425,890 100% 715,932 100% 2,219,838 100% 1,929,604 100% 14,309,758 100%

Ｈ26 Ｈ27 合計

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

1,440

1,032

671
754

1,357

1,015

1,750

1,426

716

2,220

1,930

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

Ｈ17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

建築（新規） 建築（修繕） 町道 橋梁 下水 11ヵ年平均

11 ヵ年平均約 13 億

（単位：千円）

（百万円） 



 第３章 公共施設等の現況及び将来見通し 29 

 

(７)主要財政指標の状況 

(ア)愛南町の主要財政指標の状況 

主要財政指標をみると、財政力を表す財政力指数は、平成 17 年度以降 0.22～0.27 の間

での推移であり、やや低めの水準となっています。 

財政の弾力性を表す経常収支比率は、平成17年度以降低下傾向であるものの、近年も80％

以上であり、財政が硬直化している状況にあります。 

収入に対する負債返済額の割合を表す実質公債費比率は、平成 17 年度以降大きく改善し

ている状況となっています。 

負債の大きさを表す将来負担比率は、指標公開開始年度の平成 19 年度以降大幅に低下し

ており、負債が減少している状況となっています。 

 

① 財政力指数 ② 経常収支比率 

  

図３－３－11 財政力指数 図３－３－12 経常収支比率 

  

③ 実質公債費比率 ④ 将来負担比率 

  

図３－３－13 実質公債費比率 図３－３－１０ 将来負担比率 

 

出典：地方財政状況調査関係資料における決算カード 
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(イ)他自治体との比較 

南予地方の９市町における主要財政指標の比較を行ないました。 

 

① 財政力指数 ② 経常収支比率 

  

図３－３－15 財政力指数の比較 図３－３－16 経常収支比率の比較 

  

③ 実質公債費比率 ④ 将来負担比率 

 

 

図３－３－17  実質公債費比率の比較 図３－３－18 将来負担比率の比較 

注：将来負担比率がマイナスの場合は「0」と表記 

 

出典：地方財政状況調査関係資料における決算カード（平成 26 年度） 
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第２項 更新等費用の将来見通し 

(１)共通 

更新費用の推計期間は平成 29 年度（2017 年）を起算時点として平成 88 年度（2076 年）

までの 60 年間としました。なお、推計時点（平成 29 年度）より前に推計上の更新費用が

算出された場合には、推計時点以後 60 年間に均等配分し、将来に負担可能性のある費用と

して計上しています。さらに、更新費用の推計は事業費ベースで算出しており、国県支出

金、地方債等の特定財源は考慮していません。そのため将来の更新時点における一般財源

ベースの財政負担とは一致しないことがあります。 

 

■建築系公共施設（住民文化系施設）の例 

推計条件：新築から 30 年で大規模修繕を実施、同 60 年で建替えを実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■インフラ施設（下水管）の例 

推計条件：新設から 50 年で敷設替えを実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

推計期間(60 年) 

建替え (60 年) 

大規模修繕(30 年) 

H14 H88H29 H74 H44

建替え 

約 14 億円 

大規模修繕 

約９億円 

新築 

約 14 億円 

推計期間(60 年) 

更新 (50年) 

H60(2058) H10 (2008) H88H29

更新 

約 10 億円 

新設 

約 10 億円 
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建替え費用 大規模修繕費用 平均更新費用

(２) 建築系公共施設 

建築系公共施設の今後 60 年間にわたる更新費用の推計総額は約 1,336 億円であり、１年

当たりの平均額は約 22.3 億円となります（推計総額 1,336 億円÷推計期間 60 年≒22.3 億

円）。 

建築後 30 年で大規模修繕、同 60 年で建替えを想定しています。大規模修繕及び建替え

の単価は総務省が推奨している一般財団法人地域総合整備財団<ふるさと財団>における

「公共施設等更新費用試算ソフト」の条件に準拠しています。 

表３－３－５ 建築系公共施設の更新費用推計条件 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－３－19 建築系公共施設の更新費用推計  

大分類

学校教育系施設 170,000 円/㎡ 330,000 円/㎡

住民文化系施設 250,000 円/㎡ 400,000 円/㎡

社会教育系施設 250,000 円/㎡ 400,000 円/㎡

スポーツ・観光系施設 200,000 円/㎡ 360,000 円/㎡

産業系施設 250,000 円/㎡ 400,000 円/㎡

子育て支援施設 170,000 円/㎡ 330,000 円/㎡

保健・福祉施設 200,000 円/㎡ 360,000 円/㎡

行政系施設 250,000 円/㎡ 400,000 円/㎡

町営住宅 170,000 円/㎡ 280,000 円/㎡

供給処理施設 200,000 円/㎡ 360,000 円/㎡

その他建築系公共施設 200,000 円/㎡ 360,000 円/㎡

公園等（建築物） 170,000 円/㎡ 330,000 円/㎡

漁港施設（建築物） 200,000 円/㎡ 360,000 円/㎡

下水道（建築物） 200,000 円/㎡ 360,000 円/㎡

大規模修繕 建替え

（億円） 

年平均約 22.3 億
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(３) インフラ施設 

インフラ施設の今後 60 年間にわたる更新費用の推計総額は約 634 億円であり、１年当た

りの平均額は約 10.6 億円となります（推計総額 634 億円÷推計期間 60 年≒10.6 億円）。 

なお、更新費用の算出条件は表３－３－６のとおりです。 

 

表３－３－６ インフラ施設の更新費用推計条件 

 

（注）再調達価額は新設時の適正な時価を意味し、各資産の構造や規模に応じた再調達価額をもって、今

後の更新単価としています。 

 

 

 

図３－３－20 インフラ施設の更新費用推計  

更新年数 更新単価

15年 4,700円/㎡

PC橋 60年 425,000円/㎡

RC橋 60年 425,000円/㎡

鋼橋 60年 500,000円/㎡

混合橋 60年 425,000円/㎡

木造 15年 425,000円/㎡

管径～250mm 50年 61,000円/m

管径251～500mm 50年 116,000円/m

10年 再調達価額

10年 再調達価額

種別

集落排水

道路（町道・舗装部分）

浄化槽

個別排水処理施設

橋梁（町道）

0
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道路 橋梁 下水道 平均更新費用

（億円） 

年平均約 10.6 億
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(４) 公共施設等の将来更新費用推計 

建築系公共施設とインフラ施設を合算した、今後 60 年間にわたる公共施設等の将来更新

費用の推計総額は約 1,977.3 億円であり、１年あたりの平均額では約 32.9 億円の更新費用

となります（推計総額 1,977 億円÷推計期間 60 年＝32.9 億≒33 億円）。 

愛南町における、既存の公共施設等に係る工事費等実績の年平均額は約 13 億円であるた

め、更新費用に充当可能な財源の見込額は毎年約 13 億円であると仮定します。 

以上の前提では、現在保有している全ての公共施設等を更新し続けるためには、充当可

能な財源見込額（約 13 億円/年）に対して、約 2.5 倍の更新費用（約 33 億円/年）が必要

となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－３－21 公共施設等の更新費用推計（建築系公共施設及びインフラ施設） 

 

 

 

  

60 年間の更新費用総額：約 1,977 億円（年平均約 33 億円） 

（億円） 

年平均 約 33 億円 

更新費用の年平均約 33 億円に対し

て、工事費等実績は約13億円であり、

約 2.5 倍の差異が生じる見込です。 
 

赤線：更新費用年平均額 

黄線：工事費等実績 

2.5 倍
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第４章 公共施設等の総合的かつ計画的な管理に係る基本的な方針 

本章では、今後の施設のあり方について検討し、維持管理、長寿命化、機能再編、総量

縮減、情報管理、実施体制の各々について基本的な方針を定めたうえで、今後の公共施設

等総合管理に係る基本的な方針とします。 

第１節 計画期間 

既に第２章において取り上げたように、愛南町における公共施設等総合管理計画の計画

期間は、平成 29 年度（2017 年）から平成 48 年度（2036 年）までの 20 年間とします。今

後は公共施設等総合管理計画を踏まえた個別計画を順次策定し、計画的に公共施設等の見

直し等を推進します。 

 

第２節 取り組み体制及び情報共有方策等 

第１項 全庁的な取組体制 

これまで愛南町では、公共施設等の維持管理や再配置等の全般的な業務については各所

管部門を中心として実施してきました。 

今後は、本計画を踏まえた全庁的な取組を推進する必要があるため、全庁的な情報共有

を進めるとともに、施設の整備・再編に係る意思決定を適切に行っていきます。 

 

第２項 住民との情報共有 

住民生活に直結する事項については、必要に応じて住民アンケートやパブリックコメン

トを実施して、住民との情報共有を図りながら、真に必要となる公共施設等の適正な管理

の実現を目指します。 
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第３節 現状・課題に対する基本認識 

愛南町では公共施設等に係る現状と将来の見通しを踏まえて、次のように課題を整理し

ました。こうした課題を踏まえて、目指すべき将来像としての「ビジョン」を定め、その

ビジョンに基づいた各種方針をもとに、公共施設等に関する総合的かつ計画的な管理につ

いて中長期的な視点から推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 総人口の減少 

 少子高齢化の一層の進行 

 地域人口の偏り 

 

 

 

 税収をはじめとする歳入減少 

 社会保障費等の歳出増大 

 膨大な更新費用の負担と集中 

 

 

 

 

 類似施設の重複 

 施設の利用度の偏り 

 適正配置検討の遅れ 

 

 

 

 建築系公共施設の老朽化 

 インフラ施設の老朽化 

 施設全般の健全性の確保対応 

 

人口に関する現状と見通し 財政に関する現状と見通し 

施設に関する現状と見通し 地域に関する現状と見通し 

【課題解決に向けた行動指針】 

 建築系公共施設及びインフラ施設に係る基本方針 

 施設類型ごとの現状と課題を踏まえた基本方針 

 

 施設の内容の充実と総量の抑制・縮減の必要性 

 施設を長く賢く使うための仕組みづくりの必要性 

 地域性を踏まえた施設配置と維持管理の必要性 

公共施設等に係る課題 
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第１項 人口 

愛南町の総人口は平成 27 年度時点では約 23,000 人です。愛南町人口ビジョンにおける

人口推計によると、平成 27 年度を基準とした 20 年後（平成 47 年度）には総人口は約 16,000

となり、約 30％の人口減少が見込まれます。 

年齢三区分の比較では年少人口と生産年齢人口の減少が顕著であり、年齢三区分の人口

比率では、構成比が変化する見込みです。 

こうした人口減少や年齢区分別の人口構成の変化によって、施設全体のサービスの必要

量やその内容が大きく変化する見込みです。 

 

第２項 公共施設等 

愛南町の建築系公共施設の延床面積は約 25 万㎡ですが、そのうち約 47％は建築から 30

年を経過しており、今後 20 年程度を経過すると老朽化が著しく進行し、大規模修繕や建替

えを検討しなければならない施設が急増する見込みです。 

またインフラ施設についても、道路は約 80％に達した舗装率ですが毎年の舗装修繕に多

額の費用が見込まれます。また平成５年度頃から整備が進められた集落排水ですが、今後

20 年程度を経過すると耐用年数の 50 年を徐々に迎え、一斉に更新時期が到来します。 

こうした公共施設等の老朽化に対しては、安全確保や住民サービスの維持を図りながら

計画的に更新事業を実施する必要があります。 

 

第３項 財政 

人口減少に伴って地方税をはじめとする歳入の減少が見込まれる中で、高齢者の増加や

少子化対策に必要な社会保障費関連の歳出は増加が見込まれます。こうした状況にあって、

公共施設の修繕や建替えに必要な財源の確保は一層厳しくなる見込みです。 

公共施設等の将来更新費用を推計した結果では、60 年間の総額で約 1,977 億円の更新費

用が必要となる見込みであり、年平均では約 33憶円の更新費用を確保する必要があります。

しかし、町の直近の工事費実績の平均は約 13 億円であり、年平均約 20 億円の不足が生じ

る見込みです。したがって、更新費用の縮減と平準化に対して計画的な取り組みが不可欠

となります。 

 

第４項 合併に係る愛南町の事情 

平成 16 年度に４町１村が合併して誕生した愛南町ですが、合併以降に町全体としての施

設の配置の適正化と総量の適正化については未だに取り組みの途上にあります。広域の行

政面積を有し、複雑な地形を有する愛南町にあって、地域に必要な施設については中長期

的な存続を図りながら、いかにして地域バランスと町全体の総量の適正化を図るかが重要

な検討課題となっています。また、財政面では合併に伴う地方交付税は徐々に減少が見込

まれ、財政面での優遇措置が完了した後の健全な財政運営についても重要な行政課題です。
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第４節 愛南町が目指す『公共施設等の将来ビジョン』 

第１項 三つの柱 

今後の人口動向や厳しい財政見通しを踏まえて、公共施設等の総量や配置の見直しを計

画的に進め、財政負担の軽減を図りながら、公共施設等の適正な管理を推進します。そこ

で、前節の現状と課題に関する基本認識をもとに、以下のとおり愛南町が目指す『公共施

設等の将来ビジョン』として、「三つの柱」を掲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

旧町村単位を基準とした施設存廃の検討から脱却し、公共施設等の最適配置と集約化

を検討することで、町の将来的な財政見通し及び行政改革の指針に即した持続可能性の

ある公共施設等のあり方を追求します。また、将来の人口構成変化や公共施設等更新に

あわせて、施設総量の縮減を図ります。 

さらに、施設の集約化を進める一方で、中長期的に存続する施設の多機能化、施設機

能の確保・強化及び広域連携等を推進し、住民サービスの維持または向上を図ります。

総量とサービスの最適化 
～住民サービスの維持・向上を図るために～ 

公共施設等の全体像を的確に把握し、施設利用状況、維持管理運営コスト状況など建

設から廃止までのライフサイクルコスト全体を視野に入れ、財政負担の軽減を図りなが

ら効率的かつ持続可能な施設運営を目指した中長期的な施設維持管理体制を確立しま

す。 

また、住民の安全や住民サービスの質を守る観点から、公共施設等全体の総合的なマ

ネジメントに取り組み、計画的な維持管理を推進します。 

計画的な維持管理の推進 
～行政改革を推進するために～ 

公共施設等が住民の大切な資産であるとの認識のもと、将来へのまちづくりの一環と

して将来の住民のための地域の発展と活性化を目指し、住民とともに考え問題意識を共

有しながら、官民連携によるまちづくりに取り組みます。 

また、従来の行政区域や施設運営方法に固執せず、近隣市町との連携や民間企業との

協力を促進し、財政負担の軽減を図りつつ効率的な施設の維持運営を目指します。 

官民連携によるまちづくり 
～地域の発展と活性化のために～ 
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第２項 重点方針 

前記の「三つの柱」を踏まえ、さらに計画期間内において特に重点的に取り組む事項に

ついて、以下の６つの「重点方針」を掲げます。 

 

「総量とサービスの最適化」の観点から 

【重点方針１】 

 

 

 

【重点方針２】 

 

 

 

 

「計画的な維持管理の推進」の観点から 

【重点方針３】 

 

 

【重点方針４】 

 

 

 

 

「官民連携によるまちづくり」の観点から 

【重点方針５】 

 

 

 

【重点方針６】 

 

 

 
（※１）パブリック・プライベート・パートナーシップ（Public Private Partnership）の略です。官民が連携して公共サー

ビスの提供を行うスキームのことをいいます。ＰＰＰの中には、ＰＦＩ、指定管理者制度、市場化テスト、公設民営

（DBO）方式、さらに包括的民間委託、自治体業務のアウトソーシング等も含まれます。 

（※２）プライベート・ファイナンス・イニシアティブ（Private Finance Initiative）の略です。公共施設等の建設、維持

管理、運営等を民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用することで、効率化やサービス向上を図る公共事

業の手法のことをいいます。  

原則として、新規施設の整備は必要最小限とし、建築系公共施設等の総量（延

床面積）は順次縮減に努めます。 

近隣に同様の用途の施設がある場合、維持管理費用が莫大な施設及び利用者

数が伸び悩んでいる施設は、統廃合を検討します。 

従前の「事後保全」が中心の維持管理から「予防保全」を中心とした維持管

理への転換を推進します。 

建替えや大規模修繕の際には、中長期的な利用を図る施設について、長寿命

化に関する工法や技術を積極的に採用します。 

地域密着型の施設は、積極的に地域住民や関係団体主体による管理運営を推

進します。 

広域型の施設は近隣市町等との一体的な設置・運営を推進し、ＰＰＰ（※１）

やＰＦＩ（※２）といった官民連携手法による整備を検討します。 
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第５節 『公共施設等の将来ビジョン』を達成するための全体方針 

第１項 公共施設等の適正管理に係る実施方針 

① 点検診断等の実施方針 

点検診断は、全ての維持管理の原点であることから、国等のマニュアルに的確に準拠

しながら不具合・不適合箇所の早期発見に努めます。 

定期点検のみならず日常点検を強化するため、庁内の関係所管課等との連携を図り職

員の点検に対する能力開発や向上に努めるとともに、民間事業者の活用も視野に入れた

効率的な点検診断を実施するものとします。また住民や施設利用者からの通報体制の仕

組みを構築するなど多面的な維持管理体制の強化・充実を図ります。 

実施した点検診断の結果については、適切な記録化と共有を促進し、継続的な点検診

断の実施や修繕更新計画等への積極的な活用を図ります。 

 

② 維持管理・修繕・更新等の実施方針 

運営委託及び指定管理者制度等の積極的な活用を図り、官民連携によるサービス向上

と町の財政負担の軽減化を図ります。 

施設の設置目的や特徴に応じた使用料の見直しや各種の歳入確保の方針策定と実施の

推進を図ります。インフラ施設については、特に国等の指針やマニュアルに基づいて、

適切な維持管理の実施に努めます。 

修繕・更新の実施にあたっては、施設ごとの今後の方策を踏まえた修繕更新計画等を

策定して中長期的な観点からライフサイクルコストの低減に努め、安易な建替えや場当

たり的修繕等により発生しがちな二重投資を抑制します。 

予防保全型の維持管理を原則としつつ、設備更新等の適切なタイミングを逃さず、緊

急修繕にも迅速に対応できるように、必要な整備費用の確保を目的とした基金の創設と

運用を推進します。 

指定管理者制度を活用した施設では、トータルコストの低減を図る観点から町との役

割分担を明確化し、指定管理者による適切な点検や経常修繕を促進する効率的な施設の

維持運営体制を構築します。 

修繕・更新工事を実施する際には、ＰＰＰやＰＦＩ等の民間活力・民間資金を積極的

に活用して、財政負担の軽減を図るように努めます。 

 

③ 安全確保の実施方針 

施設の用途やサービス内容に応じた安全基準を定め、点検診断結果を踏まえた安全確

保の実施（改修工事等）に努めます。 

今後の施設整備にあたっては、高度な安全管理を必要とする設備の設置は可能な限り

抑制し、安全管理に関する財政的・人的な負担軽減に努めます。また既存施設に設置さ
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れている危険性の高い設備類については、順次使用の中止及び撤去を推進します。 

用途廃止をした施設についても、そのまま放置することで倒壊や火災を誘発しないよ

うに速やかな活用又は除却を推進します。 

 

④ 耐震化の実施方針 

国等の定める耐震基準に準拠し、耐震改修促進計画に則り施設の耐震化を推進します。 

既に施設の廃止や建替えの方策が決定している施設であって、費用対効果の観点から

耐震化を見送る施設については、住民や利用者への周知を図るとともに、速やかな機能

移転による施設利用の休止、停止措置を検討するほか解体・更新を実施します。 

また、公共施設の多くが地域防災拠点（避難所、避難場所等）など災害時等における

重要な付帯的な機能を有していることから、構造的耐震性を確保するほか災害時等にお

いても機能を充分に発揮できるよう、非構造部材等の耐震化をあわせて推進します。 

 

⑤ 長寿命化の実施方針 

国等の方針を踏まえた速やかな長寿命化計画の策定と実施を推進します。また策定済

みの長寿命化計画については適切な見直しを図りながら確実な実施に努めます。 

長寿命化計画の有無にかかわらず、修繕や更新工事の際には、トータルコストを低減

する観点から、予防保全と事後保全を切り分けしながら効果的な長寿命化の工法や設備

の採用を検討します。 

また長寿命化対策の過程において、施設への需要の変化等を踏まえながら必要に応じ

て「減築」や「一部撤去」等を行い、維持管理費用や更新費用の増大を招かないように

留意します。 

 

⑥ 統合や廃止の推進方針 

建築系公共施設は総量縮減を図る観点から、新規整備を抑制し、施設を更新する際に

は原則として複合化や集約化を検討するほか、他の施設の用途変更による有効活用を推

進します。新たな施設整備の必要性が生じた場合は、中長期的な総量規制の範囲内で費

用対効果を考慮して行うものとします。 

また、統合や廃止を計画的に実施するために、個別の施設ごとに存廃に係る基本方針

を定めるとともに、実際に統合や廃止を検討する際の評価基準や検討時期のルールを定

めて、確実な総量縮減を図ります。統合や廃止にあたっては、防災機能の充実や強化、

地域コミュニティの活性化を損なうことのないように、住民合意を得ながら、内容及び

手続きの適正化に努めます。 

施設の統廃合等を進める場合は、事前に発生する余剰資産の活用方法を決定したうえ

で行うものとし、活用未定の遊休資産については、速やかに貸付、売却又は解体を実施

し、財政負担の軽減を図るものとします。 
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第２項 総合的かつ計画的な管理を実現するための体制の構築方針 

前掲の「取組体制」における体制の構築を推進するほか、愛南町では以下の体制構築方

針を推進します。 

今後の個別施設の方向性の検討や各種方策の導入検討にあたっては、住民や利用団体の

意見も踏まえながら、適正な管理の推進に必要な意見等を最大限に活用します。 

また、愛南町職員においても積極的に各種研修に参加するなどして、点検診断や維持管

理の実施に必要な技術の習得に努めます。 

 

 

  



 第５章 施設類型ごとの管理に関する基本的な方針 43 

 

第５章 施設類型ごとの管理に関する基本的な方針 

愛南町では施設類型ごとの現状と課題を踏まえて、基本方針を以下のとおりに定めまし 

た。 

第１節 建築系公共施設 

第１項 学校教育系施設 

（１） 現状と課題 

（学校施設） 

平成 19 年度から平成 26 年度にかけて小学校６校、中学校４校を閉校し、統廃合は一

段落しています。閉校した学校のうち、旧深浦小学校は「あいなん幼稚園」、旧満倉小学

校の一部を「愛南町子ども支援センター」、旧西浦小学校は「うみらいく愛南（愛南町地

域産業研究・普及センター）」として利活用しています。 

上記以外の旧小学校、中学校に関しては、文部科学省が運用している「みんなの廃校

プロジェクト」で、利活用のアイディアを募集しています。いくつかの案が検討されま

したが町の要望とズレがあり採用には至っていません。廃校施設の利活用は、課題の一

つとなっています。 

（学校給食センター） 

内海、御荘、城辺、一本松の施設を統合し、平成 24 年度に城辺地区に新たな学校給食

センターを設置しました。小・中・幼稚園に給食を配送し、効率化を図っています。 

現在は新築のため維持管理上で問題は生じていませんが、今後 10 年前後で設備面の補

修が発生してくる見込みです。現在は直営管理で、正規・臨時職員を中心に運営してい

ますが、今後少子化が進むと職員数を見直さざるを得ず、一部の施設管理においては民

間委託とするなど、運営面での課題がでてくることが見込まれます。 

（全体の課題） 

平成 27 年度時点で愛南町立の小学校は 13 校、中学校は４校となりました。現在空教

室はありませんが、今後進行する少子化に伴い、教室や各種施設には更に余剰が生じる

見込みです。教員住宅は住居に関する利用者ニーズの変化もあり、維持管理そのものを

見直す時期にきています。「福浦」「東海」「柏」「家串」「中浦」の５小学校、「御荘」「内

海」の２中学校は南海トラフ巨大地震の津波浸水地区にあり、防災上の課題があります。 

 

（２） 基本方針 

学校教育系施設は、地域住民にとって身近な公共施設であり、閉校となった後も、で

きるだけ地域コミュニティの拠点として活かすことが重要です。そのため、今後も地域

要望の確認に努めるとともに、関係所管課等と連携を図りながら利活用を検討します。 

また、既存の学校施設については、将来の児童数・生徒数の見込みを踏まえて、空教
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室等が生じた場合には、その利活用を検討します。さらに、小規模校のデメリット解消

のための施策や、新たな学校編成のあり方を検討します。 

施設維持管理および防災上の観点より、教育施設の建物保全計画の策定を検討し、計

画的な改修等によって安全確保とともにライフサイクルコストの低減を図ります。 
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第２項 住民文化系施設 

（１） 現状と課題 

（集会施設） 

主に「集会施設条例」に基づく集会所を「住民文化系施設の集会施設」として分類し

ています。集会機能を有する施設でありながら各種の設置根拠に基づく類似施設も町内

に多数存在します。地域の活動拠点として重要な位置づけにありますが、今後、地域人

口の高齢化に伴って利用数が減少することから、地元自治会と共同管理を行っている施

設については、建物の維持管理が困難になることが危惧されます。 

（文化施設） 

愛南町の代表的な文化施設として「愛南町御荘文化センター」があります。建設後 25

年を迎え、舞台設備などの維持に課題が出てきていますが、愛南町を代表する多機能文

化施設であることから、平成 26 年度から大規模改修を実施しています。今後舞台装置や

諸設備のほか、駐車場等の付帯施設についても、費用対効果を踏まえた計画的な維持管

理の実施を予定しています。 

 

（２） 基本方針 

集会施設については、後述する公民館、コミュニティ施設とあわせて機能が類似する

施設は集約化を推進し、総量縮減によって維持管理の適正化と効率化を図ります。具体

的には近接する地区間での共同管理などがあります。老朽化の激しい集会施設に変えて、

町管理の他施設を転用したり、民家を寄附してもらうなどの方策も進めていきます。 

地元管理が困難となった集会施設については、廃止又は他施設との複合化によって施

設を集約化し、維持管理の負担軽減を図ります。反面、地域コミュニティの適正な維持

および防災上の観点より、地元と協議の上、町で維持管理を続ける施設が出てくること

も視野に入れています。 

文化施設については、費用対効果を踏まえた上で、計画的な維持更新を行います。 

利便性向上策の一つとしてＷｅｂによる施設予約なども検討課題とします。駐車場の

整備など、利活用を推進するために必要な施設や設備のあり方についても検討していき

ます。 
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第３項 社会教育系施設 

（１） 現状と課題 

公民館及び地域コミュニティ施設は、町内に多数存在し、基本的には合併以前からの

施設数と配置を維持しています。 

資料館のうち、「内海郷土資料館」はすでに用途廃止し、「愛南町一本松郷土資料館」

の倉庫として利用しています。「愛南町一本松郷土資料館」は「遍路版木」など貴重な資

料を管理しています。将来的には資料の保管スペースが不足する可能性があります。 

 

（２） 基本方針 

公民館及び地域コミュニティ施設は、学校施設とともに地域防災の拠点となるため、

安易に減らすことができません。しかし、第２項でも触れたように、類似機能をもつ施

設との機能統合について進めていかざるを得ません。施設の老朽化状況や利用状況、地

域の将来人口など総合的に勘案し、今後のあり方について検討を進めます。 

資料館については、引き続き資料の適切な保管と各種の展示企画を行い、施設の有効

活用を図ります。また、未利用施設を資料の保管スペースとすることについて検討しま

す。 
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第４項 スポーツ・観光系施設 

（１） 現状と課題 

（スポーツ施設） 

「愛南町西海体育館」「愛南町一本松交流促進センター」「愛南町一本松体育館」「愛南

町一本松プール」「愛南町御荘Ｂ＆Ｇ海洋センター」があります。この内２体育館は、平

成 24 年度に耐震補強工事を実施しました。 

「愛南町御荘Ｂ＆Ｇ海洋センター」は体育館棟、プール棟、艇庫を備えています。社

会体育の拠点として、幼児から高齢者まで幅広い年代を対象に運動プログラムを備えて

おり、個別の課題はあるものの、年間の利用者数は延べ７万人を超え、有効利用されて

いると言えます。同施設も大規模改修工事を終えています。その他、昭和 50 年代に建設

した体育館などもあり、管理コストが上昇する傾向にあります。 

（観光施設：温浴施設） 

温浴施設のうち、「愛南町一本松温泉あけぼの荘」は町直営です。利用者の減少という

課題の他に、施設の老朽化による修繕、設備の交換などが今後の運営面に影響を与えて

くることが懸念されています。指定管理で運営されている「愛南町ゆらり内海」「愛南町

山出憩いの里温泉」についても、施設の老朽化に伴う修繕費、工事費の増加、燃料の高

騰による運営費の増大などが経営を圧迫する要因となっています。また、人口減による

利用者の減少、天候不順の影響に伴う来場者の減少への対応などが運営面の課題となっ

ています。 

（観光施設：物販施設） 

「愛南町フレッシュ一本松」は、平成９年度のオープン時から地域の生産者と共に町

内の地産地消に大きな貢献をしてきました。しかし、近年は近隣市町において類似した

産直市がオープンしており、収支状況が思うように伸びていかないという悩みを持って

います。また、異常気象、天候不良により農産物の生産が減少していることも経営に影

響を与えています。「愛南町みしょう MIC」は、道の駅として観光客の需要を満たしてい

るものの、施設の老朽化に加え、駐車場が狭いことなどが課題です。 

（観光施設：その他） 

「愛南町鹿島レストハウス」は昭和 63 年度建築と古く、修繕か取り壊しかの検討が必

要な時期となっています。また「鹿島観光」全般について、町の関与の方法を見直す時

期が来ているという意見もあります。 

「愛南町石垣の里だんだん館」は平成 24 年度の「いやし博」以降、来館者は減少傾向

にあります。「愛南町篠山自然学習館」も来館者は減少傾向にあります。 

町が運営する観光施設は、いずれも運営管理や老朽化対策等を見直す時期にきている

と言えます。  
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（２） 基本方針 

（全般） 

経年劣化により維持更新費用が増大してきた施設、利用率が減少傾向にある施設、設

置当初に期待された役割をすでに終えた施設に関しては、民間への譲渡、売却、施設の

廃止、解体を推進していきます。運営を継続する施設については、指定管理者制度等の

活用を図って民間のノウハウを取り入れ、サービスや提供プログラムの充実を図ってい

かねばなりません。また、光熱水費など、固定費の低減についても取組を進めていきま

す。施設のＰＲ推進や駐車場の整備なども、継続施設については検討課題とします。 

施設の老朽化対策には予防保全、長寿命化の手法を採用し、長期にわたって費用の削

減を進めます。 

（スポーツ施設） 

スポーツ施設については、各種スポーツ団体及び指導者の育成により、地域でスポー

ツに親しむ町民を増加させ利用率を向上させます。利用率の高い施設については、より

幅広く町内外の住民に活用してもらえるよう、プログラムの一層の充実を図ります。 

施設の老朽化により維持修繕費用がかさむ傾向にあるので、予防保全の考え方を取り

入れ計画的な修繕を行います。 

（観光施設） 

観光系施設については、指定管理者制度により民間事業者への管理運営の委任を推進

し、官民連携による施設の有効活用と効率的な維持管理に努めます。 

自動車専用道路の延伸に伴う新規事業の計画および既存施設のより一層のＰＲが、今

後の方針として検討されています。観光資源豊富な愛南町ですが、新規計画に関しては、

愛南町単独で行うのではなく、近隣の市町や、関係団体との連携により進めていくこと

とします。また課題で触れているように、町としての「観光事業」への関与の仕方につ

いては、関係所管課等だけでなく、住民や有識者などを交え、検討していくこととしま

す。 
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第５項 産業系施設 

（１） 現状と課題 

産業系研究施設として、愛南漁協と共同で真珠や新たな養殖業について研究・開発を

行う「内海海洋資源開発センター」、愛媛大学南予水産研究センターを併設する「うみら

いく愛南（愛南町地域産業研究・普及センター）」があります。 

「城辺青果市場」は、町が青果市場および卸業のため施設を貸与しています。「緑地区

農業センター」は農産物の集出荷・農業用資材の集配などを目的に町と緑地区農業生産

組織協議会と管理運営委託契約を締結しています。「愛南町一本松ふるさと生活館」は農

産物の加工を目的として設置しました。同施設は地域のコミュニティ施設の役割も担っ

ています。 

施設維持管理上の課題として、「内海海洋資源開発センター」では研究の性質上、光熱

水費にかかる経費の問題や、設備の老朽化などが上がっています。「うみらいく愛南（愛

南町地域産業研究・普及センター）」でも光熱水費の問題や、海に流す排水量規制など県

条例との関係が挙げられています。また双方とも海に面する施設のため、施設の老朽化

については一般の施設よりも進行が早いことが懸念事項の一つとなっています。 

産業系施設は産業振興や地域振興など、多様な目的で施設が運営されます。そのため

施設内には集会室や会議室など、他施設と機能の重複が見られることも多々あります。 

特定地域の産業等と密接な関係があることから、移設や廃止が困難な傾向にあります。 

 

（２） 基本方針 

毎年、「水産業振興計画」を策定し、その中で「供給体制」「愛南ブランドの確立」「産

学官一体型の水産業モデルづくり」を基本方針として掲げています。水産業施設に関し

ては、本計画に沿ってあり方を見直していくことになります。課題にあげられているよ

うな、固定費の削減、条例規制との調整については引き続き、注意を払っていきます。 

その他の産業系施設について、当初の設置目的と利用実態が乖離した施設については、

用途変更や規模の縮小を行います。また、民間事業者や地元団体の主体的な維持管理を

推進し、施設の有効活用と管理の効率化を図ります。 
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第６項 子育て支援施設 

（１） 現状と課題 

合併時に 16 施設あった保育所を、平成 27 年度末までに統廃合を行った結果、現在愛

南町立の保育所は８施設となっています。また統廃合後の保育所は有効利用を図り、民

間企業等へ売却・貸与などを進めています。 

平成 24 年度、旧深浦小学校を改修して「あいなん幼稚園」を移設しました。 

その他の子育て支援施設として、多目的ホール、児童劇場などを有した児童館「愛南

町御荘夢創造館」を運営しています。 

将来的には年少人口の減少に伴って、施設の利用者数は低下することが見込まれます

が、子育てしやすい環境の維持においては重要な位置を占めています。そのため、施設

の統廃合に関しては、十分な議論が必要となります。また建物や遊具等の構築物の維持

管理にあたっては、園児や乳幼児の安全確保に万全を期す必要があります。 

 

（２） 基本方針 

子育て支援施設については、将来的な人口減少を見据えて今後も統廃合を検討する必

要がありますが、地域の特性、地理的条件、建物の状況、行政の効率性などを考慮し、

施設規模を縮小して存続することについても、個別に検討を行います。 

建物、設備、遊具などは、計画的な修繕、保全を推進し、ライフサイクルコストの低

減を図ります。建物及び構築物の安全管理を徹底し、適切な老朽化対策や安全管理を推

進します。 
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第７項 保健・福祉施設 

（１） 現状と課題 

保健施設には、保健センターがあり、高齢者福祉、医療、子育て支援施設等との連携

が求められます。 

その他福祉施設としては、「愛南町養護老人ホーム南楽荘」、「愛南町御荘老人福祉セン

ター」、「愛南町一本松保健センター」、「愛南町福浦診療所」などがあります。 

このうち、「愛南町養護老人ホーム南楽荘」は平成 24 年度より新施設へ移転しました。

今後 15 年から 20 年経過後を目途に、建物の補修工事が発生してくると見込まれます。

運営上の課題としては、介護職員の確保が困難なこと（募集しても応募がない）、職員の

資質の向上（研修会等に積極的に参加し学んだことを業務にいかす。他施設への研修等）

など、人材に関することが一番に挙げられます。  

老年人口は今後とも概ね横ばいで推移します。「愛南町養護老人ホーム南楽荘」では「精

神障害者地域移行支援特別対策事業」が開始された平成 20 年度頃より、事業による入所

者が増加傾向にあります。 

平成 27年度には介護保険法改正により特養入所は原則として要介護３以上となり益々、

養護老人ホームへのニーズは高まってきています。今後、要介護３までの高齢者の入所

が増加することにより、介護需要に対する不足が生じるおそれがあります。 

また、後期高齢者の増加に伴って施設のサービス内容は見直しが求められる可能性が

あります。 

 

（２） 基本方針 

保健施設は、施設の衛生管理や安全管理を引き続き適切に実施するほか、健康診断や

各種相談事業の実施にあたっては他施設の共同利用を推進して、効率的な事業運営を行

います。 

その他福祉施設は、今後の長期的な使用を見据えて、計画的な維持管理と改修工事を

実施し、ライフサイクルコストの低減とサービス水準の維持・向上に努めます。 

また施設、設備の維持管理だけではなく、今後は、他県、他市町が行っているように

介護人材確保に向けた取り組みを総合的、計画的に推進する必要があります。その際に

町営住宅等の利活用も検討していくことになります。 
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第８項 行政系施設 

（１） 現状と課題 

（庁舎） 

平成 28 年５月に、新庁舎による業務を開始しました。南海トラフ巨大地震で想定され

る震度６強の揺れに耐えられる耐震構造とし、支所などに分散していた７課を集約し住

民サービスの向上を図っています。 本庁舎は、県の出先機関が入る合同庁舎となってい

ます。 

「愛南町役場内海支所」は、コンサートなどに使える多目的ホールや図書室、会議室

などを備えた「ＤＥ・あ・い・21」を併設していますが、施設の経年劣化が目立ち始め

ています。 

「愛南町役場西海支所」は「親子ふれあい交流室」を併設しています。経費の問題と

して「南予水産研究センター」の開設に伴う電気料金の負担増があります。要因は研究

のための機械投資による電気量の増加で、今後も増えることが見込まれるため、負担割

合の再協議検討が懸案事項となっています。施設は平成 28 年度時点で建築から 24 年が

経過しており、建物、設備の老朽化による修繕が多くなっています。 

「愛南町役場一本松支所」についても、老朽化にかかる維持費の増加が見込まれてい

ます。 

（消防施設） 

平成 27 年３月に「愛南町消防本部庁舎」が完成しました。平成 27 年７月には旧庁舎

の解体も終了しています。平成 27 年度には太陽光発電・蓄電設備も設置しました。 

 

（２） 基本方針 

「愛南町役場」、「愛南町消防本部庁舎」ともに、当面老朽化などの心配はないものの、

行政機能の中枢及び災害時の指定拠点施設として重要な位置づけを占めることから、長

期存続を前提とした施設の改修計画を策定の上で、予防保全を行います。 

最新機能を持つ本庁、消防本部と各支所、消防詰所の適正な役割分担や連携および各

地域の将来像に最適な防災拠点のあり方について、適宜見直していきます。 
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第９項 町営住宅 

（１） 現状と課題 

昭和 30 年代から 50 年代を中心に多くの町営住宅が建設されており、どの住宅も維持 

管理や老朽化対策が課題となっています。現在数 469 戸のうち、すでに耐用年数が経過

した戸数は 88 戸（18.7％）あり、早急に計画的な更新及び改善が必要です。 

このため「愛南町公営住宅等ストック総合活用計画（平成 22 年度策定）」、「愛南町公

営住宅等長寿命化計画（平成 22 年度策定）」に次いで、平成 26 年度に「地域住宅計画」

を策定しました。真に住宅に困窮する者に的確に供給されるよう、その管理を一層適正

に進めることが重要な課題です。 

ストックマネジメント（長寿命化等）に関して、現在は法定点検で不具合が発見され

た場合に即時対応を行っています。修繕は、「愛南町公営住宅等長寿命化計画（平成 22

年度策定）」で定めた周期を踏まえつつ、実際の修繕実施に当たっては、日常点検の結果

に基づいて実態に合わせた修繕を実施しています。 

 

（２） 基本方針 

町営住宅は人口減少に伴い入居者が減少するものではありません。町営住宅に入居を

希望している住民の中でも、特に住宅困窮度が高いと認められる高齢者世帯、障がい者

世帯、母子家庭世帯などに対する入居の公平性に留意しつつ、住宅困窮者のセーフティ

ネット・受け皿となるよう、役割を担っていきます。 

老朽化対策としては、耐用年数が経過した住宅から、順次用途廃止や建替えを実施し

ていきます。管理戸数は現状の 469 戸から、目標年次である平成 31 年度までに 441 戸に

する計画です。建替えに際してはゆとりのある敷地を活用し、高齢世帯の受け皿となる

良質な低層の木造住宅を基本とします。 

町営住宅ストックの効率的かつ円滑な更新を実現する上で、町営住宅の長寿命化を図

り、ライフサイクルコストの縮減につなげていきます。 
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第10項 供給処理施設 

（１） 現状と課題 

施設の改修や設備更新に多額の費用を要することから、対症療法的な維持管理では施

設の機能維持が困難となる可能性があります。そのため、し尿処理施設は平成 27 年８月

に１市３町での広域化管理に移行し、ゴミ処理施設は平成 29 年 10 月に同じく広域化管

理に移行の予定です。 

旧し尿処理施設は、建物が未利用となったまま残っており、今後年数の経過とともに、

取り壊しなどの処遇が課題となります。ゴミ処理施設（愛南町環境衛生センター）は移

行後も一部業務を残し維持する予定です。 

 

（２） 基本方針 

現状の施設の点検診断を適切に実施して、今後とも長期利用を図る施設については中

長期的な保全計画を策定し、当該保全計画に基づく予防保全を推進します。また設備の

実際の老朽化状況や摩耗状況を踏まえて、費用対効果を検証した上でライフサイクルコ

ストを低減する観点から、設備の改修や更新を行います。 

さらに、今後の広域化を踏まえた維持管理体制を構築し、施設の有効活用を図るとと

もに、用途廃止した施設の有効活用と安全管理を推進します。 
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第11項 その他建築系公共施設 

（１） 現状と課題 

霊苑、公衆トイレ、用途廃止後の建築物、倉庫、資材置き場など、上記までで区分で

きない建築物を「その他の建築系公共施設」として分類しています。 

（火葬施設） 

「愛南町御荘霊苑」は、火葬場、葬祭場、霊安室などを備えた町内に唯一の葬祭場施

設として重要な位置を占めています。平成 16 年度に新築工事を行いましたが、その後の

経年劣化により機械設備の故障件数が増加していること、時代の変化により葬儀の形態

がかわりつつあることなどから、平成 27 年度に大規模改修を実施しました。 

大規模改修により、近年増加傾向にある通夜室利用、少人数の葬儀に対応できるよう、

通夜室等２室、会食室などを整備し、利便性の向上を図りました。この際に使用料金の

改定も行っています。今後は経費の節減や環境への配慮からＬＥＤ比率を向上させるこ

とを予定しています。平成 27 年度時点のＬＥＤ比率は 20％、太陽光発電設備は平成 22

年度に設置済です。 

平成 28 年度については、駐車場が不足していることから、30 台の増設工事及び経年劣

化による空調機器の更新を実施しています。 

（その他） 

公衆トイレや休憩所が設置され、住民や観光客に幅広く利用されています。 

 

（２） 基本方針 

「愛南町御荘霊苑」は、平成 16 年度の施設開設以来、年間 500 件前後の利用実績で推

移していることから、今後も同程度の件数で推移していくと見込んでおり、計画的な保

全、修繕によりコストの低減を図ります。 

トイレや休憩所については、利用状況や施設の老朽化状況を踏まえて、集約化や移設

を検討し、有効活用と維持管理の効率化を図ります。 
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第２節 インフラ施設 

第１項 道路 

（１） 現状と課題 

町道については道路ストック総点検等による適切なマネジメントサイクルを構築して、

舗装や街灯などの機能維持と安全性確保を実現しなければなりません。現在道路ストッ

ク総点検は６割弱の進捗です。不良個所の早期発見などを目的に、年に１度地区要望を

確認しています。 

橋梁はすでに長寿命化計画を策定し、計画に基づく維持管理を実施しています。 

トンネルは、老朽化の著しいものについては安全確保の観点より、通行止めの措置を

とっています。 

農道及び林道についても、農業や林業の基盤整備に必要となる施設の具体的な補修、

更新の方針について、長寿命化のための維持管理を計画的に進めています。 

 

（２） 基本方針 

町道については道路ストック総点検を定期的に実施し、計画的な維持管理に反映させ

ます。また日常のパトロールや住民からの通報を活用して、不良箇所等の早期発見と早

期の改修に努め、舗装や街灯の機能維持と安全性確保を実現します。担当職員を積極的

に研修に参加させ、他団体の手法や最新の工法、維持管理手法を取り入れていきます。 

橋梁は、長寿命化計画の定期的な更新と計画に基づく維持管理を行い、ライフサイク

ルコストの低減と橋梁の機能維持を図ります。 

トンネルは、点検診断を徹底して安全確保を図るとともに、費用対効果の観点から今

後の更新が困難な場合には、安全確保を最優先として用途廃止を行います。 

農道及び林道においても、個別施設計画を策定し、取組の方向性を明らかにして、適

切な維持管理を実施します。 

 

 

第２項 河川 

（１） 現状と課題 

ゲリラ豪雨や大型台風等の自然災害のリスクが年々高まっており、河川の適切な維持

管理は重要な位置づけを占めています。 

 

（２） 基本方針 

国・県・近隣市町との連携を図りながら広域的な視点で適切な河川管理と維持補修を

行い、自然災害に強い河川施設の維持・構築を目指します。 
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第３項 公園等 

（１） 現状と課題 

住民にとっての憩いの場であるばかりではなく、地域コミュニティの活動拠点や非常

時における避難場所としての機能など、役割が多岐にわたります。 

公園内の遊具は定期的な点検を行い、点検結果に基づく改修や撤去を行っています。 

 

（２） 基本方針 

公園の役割や位置付けを検証した上で、機能の低下した公園については用途廃止や集

約化によって、施設の有効活用と維持管理の効率化を図ります。 

遊具を中心とした公園施設については、引き続き定期点検等に基づく安全管理を適切

に進め、機能の低下した遊具については改修や撤去を推進し、事故防止を徹底します。 

 

 

第４項 漁港施設 

（１） 現状と課題 

愛南町は県内でも有数の漁港数を誇り、漁船漁業、魚類養殖業の振興などによる「愛

南ブランドの確立」が町の重要な政策の一つに数えられます。漁港施設は町の水産振興

に寄与し生活基盤を支えるものとして非常に重要な位置を占めています。 

漁業従事者の減少に伴い漁港を中心とした集落の人口減少などの課題はありますが、

国や県、地元団体との連携を図りながら、各種施設の維持管理や各種補修などを適切に

実施しています。 

今後は老朽対策と長寿命化に重点を置いた維持管理を推進する必要があります。 

 

（２） 基本方針 

漁港施設の老朽化状況などを定期点検や日常点検をもとに適切に把握し、今後の修

繕・更新計画の策定に活用します。 

漁港施設の機能維持と有効活用を図る観点から、漁港施設の将来的なあり方を検討し、

当該検討結果に基づく、維持管理体制の構築と関係施設との連携を強化します。 

「漁協を中心とした水産物の生産から供給体制の整備」という水産業振興の基本方針

に沿うよう、施設管理を進めていきます。 
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第３節 特別会計施設 

第１項 上水道 

（１） 現状と課題 

上水道については、昭和 40 年代後半から昭和 50 年代前半に当初の水道整備がなされ

ていることから、水道施設の老朽化に伴う更新が急務となっています。そのため、水道

管路等の施設更新を計画的に進めています。 

また、総人口の減少に伴って、給水人口の減少も見込まれることから、今後は、５年

毎を目途に水道料金の見直しを行う必要性があります。 

 

（２） 基本方針 

水道管路等の施設更新を計画的に進め、施設の耐震化や長寿命化を推進します。 

給水人口の動向を踏まえながら、適切な使用料の見直しを図るとともに、配水池等の

施設の集約化や規模の縮小（いわゆるダウンサイジング）を図り、水道経営の持続性と

健全性を確保します。 

こうした取り組みは、水道ビジョンや水道事業の経営戦略等に基づいて、住民への適

切な情報開示を行いながら、計画的に推進します。 

 

 

第２項 下水道 

（１） 現状と課題 

集落排水については、総人口の減少を踏まえて現時点以上の事業の拡大は見込んでい

ません。 

使用料収入は現在横ばいで推移していますが、今後集落排水を利用する世帯の減少や

高齢化等に伴い、減少傾向になると見込まれます。 

浄化槽は、毎年設置促進を図っています。 

 

（２） 基本方針 

集落排水処理施設については、引き続き長期利用を前提とした適切な維持管理が求め

られますが、供用区域内の人口減少や高齢化に伴い、使用料収入は減少する見込みです。  

平成 28 年度に経営戦略を策定しました。それに基づき適切な運営を行い経営改善に努

めます。 

浄化槽は引き続き設置促進を図ります。 
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第３項 医療系施設 

（１） 現状と課題 

病院及び診療所については、施設管理面における安全性の確保や高額な医療機器の適

切な維持管理を行う観点から法令に基づく適切な施設管理が求められます。 

地域医療の充実を図る観点から、医師や看護師などの医療スタッフの確保が施設の維

持存続を図る上で重要な課題となります。 

医師住宅は、空室期間が長期に及ぶ場合には使用価値が著しく低下する可能性があり、

日常的な清掃や点検が必要となります。 

 

（２） 基本方針 

病院及び診療所の適切な施設管理を推進する観点から、今後の改修や建替えに関する

保全計画を策定し、予防保全的な観点から計画的な維持管理を推進します。 

施設の利用状況や医療体制の確保の見込み等を踏まえて、必要に応じて集約化や他施

設との複合化も視野に入れた最適化を図ります。 

医師住宅は、日常の点検や修繕などにより維持管理を適切に行い、延命化して中長期

的な有効活用を図ります。 
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第４節 土地 

（１） 現状と課題 

平成 27 年度末時点で、普通財産として約 20 万㎡の土地を有していますが、山林が大

部分を占めており、宅地は約９千㎡にとどまっています。 

今後は、施設の最適配置の推進に伴い、施設の跡地等で有効活用の検討対象となる町

有地が増加することも想定されます。 

 

（２） 基本方針 

遊休未利用地や低未利用地の有効活用について積極的に検討を進めます。 

用地の確保や有効利用の検討においては、官民連携手法の活用による有効活用や、交

換契約等による用地確保、売却による売払収入の財源への充当等、多角的な検討を行い

ます。 

 

 

第５節 その他の施設 

（１） 現状と課題 

愛南町では、これまで取り上げた建築系公共施設、インフラ施設、特別会計施設及び

土地以外にも、防災行政無線や情報通信基盤設備等の多数の機械・構築物等の施設を保

有して維持管理を行っています。 

年々厳しくなる財政事情や今後の人口動向等を踏まえると、今後の維持管理等に多大

な支出を必要とする施設を中心として、より一層の計画的な維持管理を推進する必要が

あります。 

 

（２） 基本方針 

今後、維持管理や更新に多大な支出が見込まれる施設を中心として、将来の人口見通

しとサービス需要、代替性のあるサービスの有無などを踏まえて、将来のあり方ととも

に維持更新の計画を策定して、計画的な維持更新を推進します。 
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【施設一覧の見方】 

対象：施設一覧のデータは建築系公共施設を対象としています。 

主構造：施設内で最も延床面積の大きい建物を基準として、以下の

略号で表記しています。SRC（鉄骨鉄筋コンクリート造）

/RC（鉄筋コンクリート造）/CB（コンクリートブロック

造）/S（鉄骨造）/LS（軽量鉄骨造）/W（木造） 

延床面積：施設内建物の延床面積の合計を表示しています。 

築年度：施設内の建物の建築年度を表記しています。築年度が 2 時

期に分かれる場合には「H●・H▲」、築年度が 3 時期以

上に分かれる場合には、最古と最新のものを抽出した上

で、「H●～H▲」のように表記しています。 
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中分類 地域 施設番号 施設名 主構造 延床面積(㎡) 築年度

城辺 1 城辺中学校 RC 7,201.00 S37～H19

城辺 2 僧都小学校 RC 1,498.85 S38～S59

城辺 3 緑小学校 RC 2,299.00 S40～H15

城辺 4 東海小学校 RC 2,391.00 S49～H16

城辺 5 久良小学校 RC 3,295.10 S51・H12

城辺 6 城辺小学校 RC 6,467.77 H3～H15

御荘 7 長月小学校 RC 2,355.00 S41～H6

御荘 8 平城小学校 RC 5,844.00 S50～H22

御荘 9 御荘中学校 RC 7,640.00 S53～H25

御荘 10 中浦小学校（旧中浦中学校） RC 3,088.50 S58・S59

内海 11 家串小学校 RC 2,944.20 S54～H3

内海 12 柏小学校 RC 3,028.99 S56～H8

内海 13 内海中学校 RC 4,174.53 S61・S62

西海 14 福浦小学校 RC 3,068.65 S58～H4

西海 15 船越小学校 RC 3,112.54 S61・S62

一本松 16 一本松小学校 RC 3,667.53 S58～H13

一本松 17 一本松中学校 RC 6,003.54 H5・H6

城辺 18 愛南町学校給食センター RC 3,355.33 H24

城辺 19 教員住宅　城辺小学校 W 441.00 H13

御荘 20 教員住宅　中浦教員住宅 W 84.00 H8

御荘 21 教員住宅　中浦小学校 RC 110.00 H8

御荘 22 教員住宅　赤水小学校 RC 125.00 H9

内海 23 教員住宅　魚神山 SRC 125.40 S58

内海 24 教員住宅　内海中学校 CB 250.80 S61

内海 25 教員住宅　家串小学校 RC 142.77 H5

西海 26 教員住宅　福浦小学校へき地2 RC 121.38 S62

西海 27 教員住宅　船越小学校 RC 250.17 H1

一本松 28 愛南町子ども支援センター（旧満倉小学校） W 1,384.72 S54～H6

一本松 29 教員住宅　一本松小中学校 RC 150.12 S63

学校

その他教育施設
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中分類 地域 施設番号 施設名 主構造 延床面積(㎡) 築年度

城辺 1 上永ノ岡集会所 W 69.11 S30

城辺 2 中玉集会所 W 74.08 S38

城辺 3 下長野集会所 W 109.26 S45

城辺 4 大道集会所 W 86.69 S47

城辺 5 豊田集会所 W 147.16 S48・S63

城辺 6 北裡集会所 W 92.68 S48

城辺 7 垣内集会所 W 127.27 S49

城辺 8 岡集会所 CB 37.90 S50

城辺 9 石井手集会所 W 138.09 S50

城辺 10 太場集会所 W 112.60 S50

城辺 11 久保集会所 W 112.97 S51

城辺 12 三島団地集会所 S 212.00 S51・S62

城辺 13 土居集会所 W 117.16 S51

城辺 14 古月集会所 W 100.28 S52

城辺 15 長野集会所 W 140.46 S52

城辺 16 敦盛集会所 W 113.55 S52

城辺 17 左谷集会所 W 113.02 S53

城辺 18 松本集会所 W 138.98 S54

城辺 19 大寿浦集会所 W 160.38 S55

城辺 20 矢の町集会所 W 142.52 S55

城辺 21 小屋ノ浦集会所 W 99.94 S57

城辺 22 樋口集会所 W 99.96 S57

城辺 23 沖・後集会所 W 156.73 S58

城辺 24 後三集会所 W 95.83 S58

城辺 25 西柳集会所 W 113.04 S59

城辺 26 鳥越集会所 W 109.78 S60

城辺 27 脇本集会所 W 99.90 S60

城辺 28 蓮乗寺集会所 W 139.32 S61

城辺 29 大僧都集会所 W 129.82 S62・H10

城辺 30 鯆越集会所 W 109.35 S62

集会施設
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中分類 地域 施設番号 施設名 主構造 延床面積(㎡) 築年度

城辺 31 当時・下緑集会所 W 119.07 S63

城辺 32 樫床集会所 W 109.62 H1

城辺 33 新浦集会所 W 148.68 H1

城辺 34 梶郷集会所 W 106.72 H6

城辺 35 山出集会所 W 150.30 H6

城辺 36 大浜集会所 W 38.30 H9

城辺 37 中原集会所 W 124.03 H12

城辺 38 中緑集会所 W 82.81 H12

城辺 39 伊勢町集会所 W 158.99 H14

御荘 40 旧御荘児童館 RC 222.00 S39

御荘 41 和口第二集会所 W 111.89 S41

御荘 42 八幡野集会所 W 130.62 S49

御荘 43 平山集会所 W 158.84 S50

御荘 44 和口第一集会所 W 109.30 S50

御荘 45 高畑集会所 W 144.40 S52

御荘 46 長月下地集会所 W 74.82 S54

御荘 47 長崎集会所 RC 332.90 S54

御荘 48 下永ノ岡集会所 W 167.06 S55

御荘 49 長月砥岩集会所 W 87.77 S55

御荘 50 栄町集会所 W 146.21 S58

御荘 51 長洲集会所 W 119.61 S59

御荘 52 灘前集会所 W 69.98 S61

御荘 53 長月第一集会所 W 113.33 S62

御荘 54 左右水集会所 W 84.68 H2

御荘 55 貝塚集会所 W 156.38 H6

御荘 56 菊川第４集会所 W 128.56 H8

御荘 57 馬瀬集会所 W 179.92 H10

御荘 58 寺新町集会所 W 159.82 H11

御荘 59 防城成川集会所 W 126.35 H11

御荘 60 愛南町節崎コミュニティセンター W 195.43 H13

集会施設
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中分類 地域 施設番号 施設名 主構造 延床面積(㎡) 築年度

御荘 61 猿鳴集会所 W 109.44 H14

御荘 62 尻貝集会所 W 130.01 H19

御荘 63 馬場集会所 W 145.74 H21

御荘 64 深泥集会所 W 100.84 H23

内海 65 須ノ川集会所 W 62.37 S56

内海 66 魚神山集会所 W 70.56 S57

内海 67 家串集会所 S 139.00 S60

内海 68 平碆集会所 W 138.98 S60

内海 69 油袋漁民センター（家串公民館油袋分館） S 128.34 S63

内海 70 柏崎集会所（内海公民館柏崎分館） W 145.74 H1

内海 71 柏奥集会所 W 119.32 H3

内海 72 網代集会所（魚神山公民館網代分館） RC 187.65 H4

内海 73 魚神山船越集会所 RC 88.00 H8

内海 74 梶屋敷集会所 W 144.40 H11

内海 75 油袋集会所 W 34.77 H11

内海 76 荒樫集会所 W 57.96 H16

西海 77 樽見集会所 W 147.20 S34

西海 78 福浦公民館武者泊分館 RC 273.00 S37・H3

西海 79 弓立集会所 W 62.06 S47

西海 80 下久家集会所 RC 118.40 S48

西海 81 麦ケ浦集会所 W 76.61 S49

西海 82 中泊集会所（西浦公民館） RC 209.40 S50

西海 83 樫月集会所 W 71.45 S51

西海 84 小成川集会所 RC 115.20 S52

西海 85 外泊集会所 RC 224.30 S61・H13

西海 86 内泊集会所 RC 265.19 S62

西海 87 小浦集会所 W 46.08 H1

西海 88 船越集会所 CB 270.32 H6

西海 89 大成川集会所 S 142.89 H16

西海 90 久家集会所 RC 187.72 H17

集会施設
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中分類 地域 施設番号 施設名 主構造 延床面積(㎡) 築年度

西海 91 越田集会所 W 62.59 H24

一本松 92 一本松集会所 W 140.00 S41

一本松 93 満倉集会所（一本松公民館満倉分館） CB 108.93 S42

一本松 94 広見第一集会所 CB 107.44 S43

一本松 95 広見第三集会所 CB 114.60 S44

一本松 96 広見第二集会所 CB 118.90 S44

一本松 97 内尾串集会所 RC 133.47 S47

一本松 98 正木集会所 RC 166.00 S48

一本松 99 中屋・八人組集会所 RC 101.50 S48

一本松 100 中川集会所 RC 133.47 S48

一本松 101 中組集会所 RC 101.50 S48

一本松 102 小山本村集会所（一本松公民館小山分館） RC 132.00 S49

一本松 103 上大道集会所（上大道公民館、消防団上大道詰所車庫） RC 109.09 S49

一本松 104 東小山集会所 RC 108.00 S50

一本松 105 御在所集会所 RC 164.80 S53

一本松 106 広岡集会所 RC 109.20 S53

一本松 107 中串集会所 RC 117.00 S53

一本松 108 平畑集会所 RC 108.00 S53

一本松 109 亀の串集会所 RC 109.20 S54

一本松 110 正木下集会所 RC 132.48 S54

一本松 111 太田集会所 RC 76.30 S54

一本松 112 中川下集会所 RC 117.60 S54

一本松 113 中川上集会所 RC 117.60 S56

一本松 114 名本集会所 W 43.06 S62

一本松 115 光野集会所 W 89.39 S63

一本松 116 大駄場集会所 W 61.18 S63

一本松 117 徳田集会所（正木公民館） W 77.61 H10

一本松 118 坂石集会所 W 57.74 H13

御荘 119 愛南町御荘文化センター（御荘支所） RC 4,691.80 H3

内海 120 愛南町ＤＥ・あ・い・２１ RC 1,809.52 H6
文化施設

集会施設
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中分類 地域 施設番号 施設名 主構造 延床面積(㎡) 築年度

城辺 1 深浦公民館 RC 821.99 S54

城辺 2 東海公民館中玉分館 RC 379.72 S56・H13

城辺 3 久良公民館 RC 528.00 S62

城辺 4 東海公民館 RC 550.56 H5

御荘 5 長月公民館 RC 24.00 H6

御荘 6 長月公民館　調理室 W 84.38 H14

御荘 7 愛南町平城交流センター W 467.00 H18

内海 8 魚神山公民館魚神山分館 RC 270.00 H6

内海 9 家串公民館平碆分館 RC 291.45 H7

内海 10 内海公民館須ノ川分館 RC 250.47 H8

内海 11 家串公民館 RC 295.00 H16

西海 12 福浦公民館 RC 579.63 S59

城辺 13 城辺公民館（愛南町城の辺学習館） W 1,071.00 S53

城辺 14 東海交流館 RC 519.60 S55

城辺 15 緑公民館（愛南町緑基幹集落センター） RC 588.00 S63

城辺 16 愛南町深浦交流館 W 128.00 H16

城辺 17 僧都公民館（愛南町僧都ふれあい交流館） W 463.00 H16

御荘 18 中浦公民館（愛南町中浦漁村振興センター） RC 1,084.00 S61

御荘 19 赤水公民館 W 258.78 H10

御荘 20 愛南町御荘菊川農村研修ｾﾝﾀｰ RC 366.52 H12

御荘 21 愛南町中浦ふれあい交流館（中浦診療所） W 275.00 H17

西海 22 愛南町西海町民会館 RC 1,180.80 S53

一本松 23 愛南町一本松山村開発センター（一本松公民館） RC 1,054.78 S50

一本松 24 愛南町広見コミュニティセンター（一本松公民館広見分館） W 344.42 H1

一本松 25 愛南町中川コミュニティセンター（一本松公民館中川分館） W 282.37 H5・H7

一本松 26 愛南町増田コミュニティーセンター（一本松公民館増田分館） W 304.14 H6

資料館 一本松 27 愛南町一本松郷土資料館 RC 690.00 S58

公民館

地域コミュニティ施設



04_スポーツ・観光系施設 

73 
 

 

  



04_スポーツ・観光系施設 
 

74 
 

 

中分類 地域 施設番号 施設名 主構造 延床面積(㎡) 築年度

御荘 1 南レク御荘公園 RC 132.87 S53

御荘 2 愛南町御荘Ｂ&Ｇ海洋センター RC 2,835.00 H5

御荘 3 愛南町御荘Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫 W 163.96 H17

内海 4 愛南町内海運動公園 RC 44.97 S54

西海 5 愛南町西海体育館 RC 1,365.55 S53

一本松 6 愛南町一本松体育館 S 1,517.00 S45

一本松 7 愛南町あけぼのグラウンド S 146.90 S61

一本松 8 愛南町一本松交流促進センター RC 1,463.80 H7

一本松 9 愛南町一本松プール RC 246.00 H12

城辺 10 愛南町山出憩いの里温泉 RC 1,957.52 S47～H6

御荘 11 愛南町みしょうMIC S 497.00 H9

内海 12 愛南町ゆらり内海 RC 870.99 H15

西海 13 鹿島ポンプ室 CB 9.98 S37

西海 14 鹿島倉庫 CB 49.84 S55

西海 15 鹿島管理棟 CB 51.84 S62

西海 16 鹿島切符売場 CB 12.35 S62

西海 17 愛南町鹿島レストハウス W 162.00 S63

西海 18 青桐キャンプ場 CB 3.06 H8

西海 19 愛南町石垣の里だんだん館 W 74.11 H16

西海 20 愛南町休憩所しおかぜ W 76.44 H23

西海 21 旅客船事業小浦コース切符売場 W 14.75 H23

一本松 22 篠山荘 RC 140.00 S46

一本松 23 愛南町一本松温泉あけぼの荘 RC 1,615.57 S54・H2

一本松 24 愛南町篠山休憩舎 W 30.20 S62

一本松 25 愛南町フレッシュ一本松 W 329.53 H8

一本松 26 愛南町篠山自然学習館 W 260.29 H8

スポーツ施設

観光施設
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中分類 地域 施設番号 施設名 主構造 延床面積(㎡) 築年度

城辺 1 城辺青果市場 LS 701.00 S46

城辺 2 緑地区農業センタ－ S 260.38 S50

内海 3 内海海洋資源開発センター RC 1,242.17 H3・H22

西海 4
うみらいく愛南「愛南町地域産業研究・普及センター」（旧西浦小
学校）

RC 2,048.94 H2・H24

一本松 5 愛南町一本松ふるさと生活館 W 200.00 S63

産業系施設



06_子育て支援施設 

77 
 

 

  



06_子育て支援施設 
 

78 
 

 

中分類 地域 施設番号 施設名 主構造 延床面積(㎡) 築年度

幼稚園 城辺 1 あいなん幼稚園（旧深浦小学校） RC 2,341.00 S62～H16

城辺 2 緑保育所 RC 519.85 S56

城辺 3 城辺保育所 W 1,558.66 H14

御荘 4 長月保育所 W 208.70 S47

御荘 5 長崎保育所 S 484.53 S52～H1

御荘 6 御荘保育所 W 1,652.82 H15

内海 7 家串保育所 SRC 480.98 H2

内海 8 柏保育所 RC 483.50 H7

一本松 9 一本松保育所 RC 1,272.39 S48・S54

児童施設 御荘 10 愛南町御荘夢創造館 RC 827.00 H5

保育園
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中分類 地域 施設番号 施設名 主構造 延床面積(㎡) 築年度

城辺 1 愛南町城辺保健福祉センター SRC 1,409.97 H10

内海 2
愛南町内海保健センター（愛南町内海高齢者生活福祉セン
ター）

RC 741.95 H5

西海 3
愛南町西海保健福祉センター(愛南町西海高齢者生活福祉セン
ター)

RC 1,521.08 H13

一本松 4 愛南町一本松保健センター W 501.79 H1

城辺 5 大森文化会館 RC 198.62 S59

城辺 6 城辺ふれあい住宅 W 572.00 H13

城辺 7 愛南町城辺高齢者共同住宅 W 347.00 H14

城辺 8 愛南町養護老人ホーム南楽荘 RC 4,786.40 H23

御荘 9 愛南町御荘老人福祉センター RC 649.00 S59・H5

内海 10
愛南町魚神山老人福祉センター（愛南町国保一本松病院附属
内海診療所魚神山出張所）

RC 307.50 H5

内海 11
愛南町内海高齢者生活福祉センター（愛南町内海保健セン
ター）

RC 656.87 H5

西海 12 愛南町福浦診療所 RC 131.30 H3

西海 13
愛南町西海高齢者生活福祉センター（愛南町西海保健福祉セン
ター)

RC 814.00 H13

保健施設

その他福祉施設
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中分類 地域 施設番号 施設名 主構造 延床面積(㎡) 築年度

城辺 1 愛南町役場 RC 7,478.00 H27

御荘 2 愛南町役場御荘支所（愛南町御荘文化センター） RC 107.80 H3

内海 3 愛南町役場内海支所（愛南町ＤＥ・あ・い・２１） RC 104.25 H22

西海 4 愛南町役場西海支所 RC 2,601.15 H2・H5

一本松 5 愛南町役場一本松支所 RC 2,146.48 S43・S55

城辺 6 愛南町消防本部庁舎 RC 2,778.97 H26

内海 7 内海方面隊柏消防詰所 RC 73.80 S55

内海 8 内海方面隊須ノ川消防詰所 RC 50.40 S54

内海 9 内海方面隊柏崎消防詰所 RC 62.40 S54

内海 10 内海方面隊家串消防詰所 S 71.66 H20

内海 11 内海方面隊平碆消防詰所 S 60.00 H27

内海 12 内海方面隊油袋消防詰所 RC 50.60 S55

内海 13 内海方面隊魚神山消防詰所 RC 50.04 S52

内海 14 内海方面隊網代消防詰所 RC 49.50 S56

御荘 15 御荘方面隊平城消防詰所 S 97.78 H5

御荘 16 御荘方面隊節崎消防詰所 S 60.00 S54

御荘 17 御荘方面隊節崎深泥消防ポンプ倉庫 W 12.00 H24

御荘 18 御荘方面隊節崎馬瀬消防ポンプ倉庫 S 10.90 S56

御荘 19 御荘方面隊中浦消防詰所 S 105.00 H3

御荘 20 御荘方面隊中浦尻貝消防詰所 S 30.00 S54

御荘 21 御荘方面隊中浦左右水消防車庫 W 20.00 H2

御荘 22 御荘方面隊中浦猿鳴消防車庫 W 12.00 H24

御荘 23 御荘方面隊赤水消防詰所 S 31.60 S52

御荘 24 御荘方面隊赤水消防車庫 S 23.10 S54

御荘 25 御荘方面隊赤水高畑消防詰所 W 27.16 H15

御荘 26 御荘方面隊赤水防城消防倉庫 W 6.00 S49

御荘 27 御荘方面隊長崎消防詰所 S 60.00 H23

御荘 28 御荘方面隊長崎長洲消防詰所 W 27.16 H16

御荘 29 御荘方面隊長崎平山消防詰所 S 28.80 S63

御荘 30 御荘方面隊菊川消防詰所 S 57.96 H7

庁舎等

消防施設
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中分類 地域 施設番号 施設名 主構造 延床面積(㎡) 築年度

御荘 31 御荘方面隊菊川銭坪消防車庫 W 16.20 H3

御荘 32 御荘方面隊和口消防詰所 S 42.05 S56

御荘 33 御荘方面隊長月消防詰所 S 57.96 H7

城辺 34 城辺方面隊城辺上消防詰所 S 70.00 H25

城辺 35 城辺方面隊城辺上神越消防ポンプ倉庫 S 4.20 S50

城辺 36 城辺方面隊城辺中消防詰所 S 90.62 H11

城辺 37 城辺方面隊城辺下消防詰所 S 80.00 H23

城辺 38 城辺方面隊久良詰所 S 80.00 H18

城辺 39 城辺方面隊久良小屋ノ浦消防ポンプ倉庫 W 4.40 S58

城辺 40 城辺方面隊深浦消防詰所 S 42.92 H7

城辺 41 城辺方面隊深浦鯆越消防ポンプ倉庫 W 14.90 H23

城辺 42 城辺方面隊深浦古月消防ポンプ倉庫 W 28.86 H12

城辺 43 城辺方面隊垣内消防詰所 S 35.40 S52

城辺 44 城辺方面隊中玉消防詰所 S 36.10 S56

城辺 45 城辺方面隊中玉脇本消防車庫 S 22.60 S61

城辺 46 城辺方面隊岩水消防詰所 S 31.40 H2

城辺 47 城辺方面隊岩水敦盛消防ポンプ倉庫 W 23.09 H24

城辺 48 城辺方面隊緑消防詰所 S 51.80 H10

城辺 49 城辺方面隊僧都山出僧都消防詰所 W 42.78 S57

城辺 50 城辺方面隊僧都山出山出消防詰所 S 48.10 H8

一本松 51 一本松方面隊一本松消防詰所 RC 80.50 S59

一本松 52 一本松方面隊小山消防詰所 S 53.50 H27

一本松 53 一本松方面隊広見消防詰所 RC 102.38 S51

一本松 54 一本松方面隊上大道消防詰所 W 38.00 H3

一本松 55 一本松方面隊上大道消防車庫 RC 22.91 S49

一本松 56 一本松方面隊増田消防詰所 RC 51.20 S45

一本松 57 一本松方面隊正木消防詰所 S 80.00 H24

一本松 58 一本松方面隊満倉消防詰所 RC 60.00 S52

一本松 59 一本松方面隊中川消防詰所 RC 51.00 S47

西海 60 西海方面隊船越消防車庫 RC 51.84 S54

消防施設
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中分類 地域 施設番号 施設名 主構造 延床面積(㎡) 築年度

西海 61 西海方面隊久家消防車庫 RC 30.00 S62

西海 62 西海方面隊下久家消防車庫 RC 30.20 H11

西海 63 西海方面隊中泊詰所 W 25.36 H12

西海 64 西海方面隊中泊消防車庫 RC 37.68 S55

西海 65 西海方面隊内泊消防車庫 RC 36.00 S62

西海 66 西海方面隊樽見消防車庫 RC 30.00 S61

西海 67 西海方面隊大成川消防詰所 RC 44.10 S59

西海 68 西海方面隊福浦消防詰所 RC 95.40 S52

西海 69 西海方面隊武者泊消防詰所 RC 55.00 H1

城辺 70 城辺方面隊旧城辺上消防車庫 S 40.70 S51

城辺 71 城辺方面隊城辺上旧下長野消防ポンプ倉庫 CB 12.70 S53

城辺 72 城辺方面隊旧城辺下消防倉庫 W 36.68 S52

城辺 73 城辺方面隊旧久良消防車庫 S 43.56 S48

一本松 74 一本松方面隊旧小山消防詰所 RC 48.00 S54

一本松 75 一本松方面隊旧正木消防詰所 RC 65.80 S55

西海 76 西海方面隊旧内泊消防倉庫 W 20.00 S50

西海 77 西海方面隊旧麦ケ浦消防倉庫 RC 5.60 S54

御荘 78 御荘水防倉庫 S 64.26 H3

内海 79 緊急搬送車両車庫 W 24.00 H17

西海 80 災害救済備蓄倉庫 LS 54.09 H13

消防施設

その他行政施設



09_町営住宅 
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09_町営住宅 
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中分類 地域 施設番号 施設名 主構造 延床面積(㎡) 築年度

城辺 1 豊田西住宅 W 468.40 S32

城辺 2 垣内住宅 CB 76.94 S39

城辺 3 東浜住宅 CB 76.94 S39

城辺 4 当時住宅 W 76.94 S39

城辺 5 石井手２住宅 CB 701.20 S40

城辺 6 豊田東住宅 CB 766.94 S42・S43

城辺 7 中原住宅 RC 540.63 S47

城辺 8 三島団地 RC 6,739.43 S49～S57

城辺 9 改良住宅 CB 1,441.44 S50・S52

城辺 10 東浜団地 RC 634.81 S54

城辺 11 猿田団地 RC 1,566.52 H7

城辺 12 中原団地 RC 1,040.27 H9

御荘 13 和口住宅 CB 608.00 S42・S43

御荘 14 一貫田住宅 CB 306.40 S44

御荘 15 八幡野住宅 CB 306.40 S44

御荘 16 溝田南住宅 CB 426.82 S45

御荘 17 溝田南新住宅 CB 463.00 S49

御荘 18 八幡野団地 RC 1,772.00 S50・S51

御荘 19 猪ノ尻西団地 RC 1,513.41 S52・S54

御荘 20 中浦団地 RC 1,096.98 S53

御荘 21 永ノ岡団地 RC 1,148.94 S55

御荘 22 長崎団地 RC 874.68 S56

御荘 23 菊川住宅 W 459.79 S62・H10

御荘 24 東猪ノ尻団地 RC 2,322.52 S62・H8

内海 25 家串団地 CB 372.38 S53・S55

内海 26 魚神山団地 CB 122.60 S53

内海 27 柏団地 CB 736.56 S54

内海 28 柏ＡＢ団地 CB 564.30 S56

内海 29 吉良ノ岡団地 W 596.34 H1

内海 30 網代住宅 LS 77.40 H1

町営住宅



09_町営住宅 
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中分類 地域 施設番号 施設名 主構造 延床面積(㎡) 築年度

内海 31 須ノ川A団地 W 233.26 H4

内海 32 須ノ川B団地 CB 146.26 H4

内海 33 脇田団地 RC 2,464.93 H8・H14

西海 34 武者泊住宅 W 48.33 S39

西海 35 武者泊住宅2 W 48.33 S39

西海 36 船越東第2団地 RC 451.26 S62

西海 37 船越東団地 RC 509.79 S62

西海 38 福浦住宅 W 184.67 H3

西海 39 福浦団地 RC 451.26 S63

西海 40 久家団地 RC 1,138.82 H8

一本松 41 南部住宅 W 593.36 S63・H1

一本松 42 鳥ウチ住宅 W 432.04 H1・H2

一本松 43 西部住宅 W 765.67 H2・H3

一本松 44 中串住宅 W 754.48 H5

一本松 45 徳田住宅 W 188.62 H5

一本松 46 徳田町有住宅 W 165.12 H6

一本松 47 上満倉住宅 W 174.04 H6

一本松 48 一本松住宅 LS 491.04 H10

町営住宅



10_供給処理施設 
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10_供給処理施設 
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中分類 地域 施設番号 施設名 主構造 延床面積(㎡) 築年度

供給処理施設 城辺 1 愛南町環境衛生センター RC 5,639.00 H10・H17



11_その他建築系公共施設 
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中分類 地域 施設番号 施設名 主構造 延床面積(㎡) 築年度

火葬施設 御荘 1 愛南町御荘霊苑 RC 1,611.00 H16

城辺 2 愛南町社会福祉協議会城辺事業所（旧城辺幼稚園） W 442.00 S39・S54

城辺 3 旧城辺給食センター LS 684.86 S54

城辺 4 城辺総合事務所 RC 341.62 S56

城辺 5 久良地区避難施設 W 73.90 S60

城辺 6 旧久良保育所 RC 523.30 H2

城辺 7 中原倉庫 S 217.99 H20

御荘 8 旧赤水小学校 RC 1,741.00 S39～H9

御荘 9 旧中浦小学校 RC 2,214.63 S39～S55

御荘 10 旧菊川小学校 RC 2,018.00 S40～H6

御荘 11 旧赤水保育所 W 377.78 S46

御荘 12 旧中浦保育所 S 589.00 S50

御荘 13 旧馬場集会所（民間貸与） W 110.00 S54

御荘 14 テレビ塔トイレ CB 11.52 H3

御荘 15 旧御荘給食センター（現・防災資材仮置き場） RC 1,091.00 H5

御荘 16 資材保管倉庫（旧松島清浄苑） RC 87.33 H10

御荘 17 馬場倉庫 W 36.00 H14

内海 18 旧魚神山小学校 RC 1,545.99 S38～H6

内海 19 旧魚神山中学校　自転車置場・倉庫 W 8.20 S45

内海 20 バス停船越運河 S 6.00 S49

内海 21 油袋バス停留所 S 6.00 S49

内海 22 旧内海郷土資料館 S 235.38 S56

内海 23 旧内海町民会館 RC 1,316.25 S56

内海 24 須ノ川バス停留所 CB 12.15 S60

内海 25 鳥越トンネルバス停留所 S 13.20 S61

内海 26 荒樫バス停留所 S 5.30 S63

内海 27 家串バス停留所 LS 7.20 H5

内海 28 内海資材倉庫 S 160.00 H5

内海 29 旧内海給食センター S 302.00 H8

内海 30 柏バス停留所 S 8.12 H24

その他



11_その他建築系公共施設 
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中分類 地域 施設番号 施設名 主構造 延床面積(㎡) 築年度

西海 31 旧武者泊小学校 RC 362.00 S37

西海 32 旧福浦中学校 RC 2,628.61 S42～H10

西海 33 旧西海中学校 RC 3,961.99 S56・S57

西海 34 旧西海最終処分場 RC 821.32 S61～H8

西海 35 小成川倉庫 RC 56.84 S63

西海 36 旧西浦小学校（屋内運動場・倉庫） RC 725.76 H3・H6

西海 37 中泊切符売場　公衆トイレ RC 5.32 H3

西海 38 内泊公衆トイレ CB 1.77 H3

西海 39 福浦バス停留所 W 8.53 H4

西海 40 瀬ノ浜待合所 RC 242.10 H6

西海 41 中泊公衆トイレ RC 20.98 H6

西海 42 福浦公衆トイレ RC 14.21 H6

西海 43 小成川公衆トイレ RC 14.70 H7

西海 44 武者泊公衆トイレ RC 20.98 H8

西海 45 樫月バス停留所 W 4.96 H12

一本松 46 旧一本松給食センター RC 368.00 S55

一本松 47 旧満倉保育所 RC 323.36 S55

一本松 48 旧正木保育所 S 342.93 S59

一本松 49 篠山第二駐車場便所 RC 8.70 S63

一本松 50 旧一本松町社会福祉協議会事務所・倉庫 W 216.00 H1

一本松 51 旧病院跡公衆トイレ CB 22.80 H5

一本松 52 篠山第一駐車場便所 RC 28.27 H6

一本松 53 上大道地区休憩所及び公衆トイレ W 29.23 H19

一本松 54 愛南町クリーンセンター RC 1,128.00 H5

その他



23_公園等 
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23_公園等 
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中分類 地域 施設番号 施設名 主構造 延床面積(㎡) 築年度

内海 1 愛南町グリーンパークすのかわ RC 72.00 S54

内海 2 平碆漁港公園公衆トイレ CB 11.52 H12

内海 3 油袋漁港公園公衆トイレ CB 11.52 H14

内海 4 家串漁港公園公衆トイレ W 14.52 H16

内海 5 魚神山漁港公園公衆トイレ W 14.52 H17

内海 6 網代漁港公園公衆トイレ W 16.95 H18

西海 7 福浦漁港公園トイレ CB 15.36 H10

西海 8 西海ふれあい公園 W 54.00 H16

西海 9 船越漁港公園倉庫 W 26.50 H25

一本松 10 桜公園 CB 10.60 S62

一本松 11 中川コミュニティ広場 W 39.60 H5

一本松 12 あけぼの公園 RC 191.65 H6・H7

公園



24_漁港施設 
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中分類 地域 施設番号 施設名 主構造 延床面積(㎡) 築年度

西海 1 福浦第１船揚場 S 28.09 H16

西海 2 船越船揚場施設 RC 18.40 H25
漁港施設



31_上水道 
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中分類 地域 施設番号 施設名 主構造 延床面積(㎡) 築年度

城辺 1 水道課事務所 RC 182.40 S41

城辺 2 古月ポンプ室 RC 28.00 S47

城辺 3 樋口ポンプ室 RC 8.64 S47

城辺 4 城辺浄水場 RC 436.00 S55

城辺 5 中町ポンプ室 RC 167.00 S59

城辺 6 城辺中町浄水場 RC 144.00 H15

城辺 7 緑ポンプ室 RC 35.00 H27

御荘 8 平城ポンプ室 RC 20.80 S47

御荘 9 菊川松岡加圧ポンプ室 RC 1.60 S48

御荘 10 菊川銭坪加圧ポンプ室 RC 4.80 S48

御荘 11 深泥加圧ポンプ室　（中浦中継） RC 10.00 S48

御荘 12 中浦加圧ポンプ室 RC 83.85 S48・S53

御荘 13 御荘浄水場 RC 655.00 S53

御荘 14 資材倉庫 RC 112.32 S53

御荘 15 中央浄水場浄水池及びポンプ室 RC 240.00 S53

御荘 16 菊川浄水場電気室 RC 45.54 H10

御荘 17 御荘浄水場（膜ろ過棟） RC 10.00 H20

御荘 18 深泥中継ポンプ場 RC 10.00 H21

内海 19 柏浄水場 RC 156.00 H7・H13

内海 20 柏浄水場（膜処理棟） RC 195.20 H13

西海 21 日土ポンプ室 RC 10.00 S50

一本松 22 満倉ポンプ室 RC 15.00 S47

一本松 23 広見浄水場 RC 1,260.37 S52

一本松 24 惣川取水施設 RC 51.00 S52

一本松 25 増田浄水場 RC 315.00 S59

一本松 26 増田水源地 RC 104.00 S59

上水道



32_下水道 
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100 
 

 

中分類 地域 施設番号 施設名 主構造 延床面積(㎡) 築年度

御荘 1 和口終末処理施設 RC 36.00 H14

内海 2 平碆クリーンセンター RC 211.73 H10

内海 3 油袋クリーンセンター RC 185.94 H13

内海 4 家串クリーンセンター RC 272.98 H14

内海 5 網代クリーンセンター RC 254.43 H17

一本松 6 御在所集落排水処理施設 RC 7.50 H3

一本松 7 一本松クリーンセンター RC 437.10 H12

集落排水施設



33_医療系施設 
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33_医療系施設 
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中分類 地域 施設番号 施設名 主構造 延床面積(㎡) 築年度

内海 1 愛南町国保一本松病院附属内海診療所 RC 1,323.26 S52

内海 2 愛南町国保一本松病院附属内海診療所医師住宅 RC 101.25 S55

内海 3 愛南町国保一本松病院附属内海診療所家串出張所 RC 43.74 S55

一本松 4 愛南町国保一本松病院 RC 3,667.87 S55・H3

一本松 5 愛南町国保一本松病院医師等住宅（増田5024） W 199.76 H7・H13

一本松 6 愛南町国保一本松病院医師等住宅（増田5042） W 99.88 H15

一本松 7 愛南町国保一本松病院医師等住宅（一本松3524） W 199.76 H16

病院
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用語集 

 

[ＡＢＣ] 

 

 ＰＦＩ 

プライベート・ファイナンス・イニシアティブ（Private Finance Initiative）の略。公共

施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用すること

で、効率化やサービス向上を図る公共事業の手法のことをいう。 

 

 ＰＰＰ 

パブリック・プライベート・パートナーシップ（Public Private Partnership）の略。官民

が連携して公共サービスの提供を行うスキームのことをいう。ＰＰＰの中には、ＰＦＩ、

指定管理者制度、市場化テスト、公設民営（ＤＢＯ）方式、さらに包括的民間委託、自治

体業務のアウトソーシング等も含まれる。 

  



 

104 
 

[あ行] 

 

 維持
い じ

管理
か ん り

 

施設、設備、構造物等の機能を維持するために必要となる点検・調査、補修などをいう。 

 

 インフラ 

公共施設等の内、道路・橋りょう等の土木構造物、上下水道、公園、など建築物以外のも

のをいう。 

 

 インフラ長 寿
ちょうじゅ

命化
みょうか

計画
けいかく

（行動計画） 

インフラ長寿命化基本計画において定めるインフラ長寿命化計画（行動計画）をいう。（出

典：総務省「公共施設等総合管理計画の策定にあたっての指針の策定について」） 

 

[か行] 

 

 建築
けんちく

系
けい

公 共
こうきょう

施設
し せ つ

 

公共施設等のうち、いわゆるハコモノと呼ばれる施設にあたる。具体的には、学校・公民

館・老人憩いの家などをいう。 

 

 公 共
こうきょう

施設
し せ つ

等
とう

 

公共施設、公用施設その他の自治体が所有する建築物その他の工作物をいう。具体的には、

建物を有する施設（公共建築物）のほか、道路・橋りょう等の土木構造物、上下水道等（イ

ンフラ資産）も含む包括的な概念のことをいう。 

 更新
こうしん

 

老朽化等に伴い機能が低下した施設等を建替えなどにより、同程度の機能に再整備するこ

とをいう。 

 

 公有
こうゆう

財産
ざいさん

 

地方公共団体の所有に属する財産をいい、地方自治法 238 条に規定されている。 
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 不動産、船舶、浮標、浮桟橋、浮ドック、航空機 

 地上権、地役権、鉱業権、その他これらに準ずる権利 

 特許権、著作権、商標権、実用新案権その他これらに準ずる権利 

 地方債、国債   など 

 

[さ行] 

 

 事後
じ ご

保全
ほ ぜ ん

（事後
じ ご

保全型
ほぜんがた

管理
か ん り

） 

 施設の機能や性能に関する明らかな不都合が生じてから修繕を行う管理手法をいう。（参

考・・予防
よ ぼ う

保全
ほ ぜ ん

（予防
よ ぼ う

保全型
ほぜんかた

管理
か ん り

） 

 

 指定
し て い

管理者
かんりしゃ

制度
せ い ど

 

観光施設や福祉施設、教育・文化施設など、自治体の設置する公の施設の管理を、自治体

が指定する民間事業者等を含む法人や団体（指定管理者）に管理を委ねる制度のことをい

う。 

 この制度は、多様化する住民ニーズに、より効果的かつ効率的に対応するため、公の施

設の管理に民間の活力を活用しつつ、住民サービスの向上を図るとともに、経費の削減等

を図ることを目的としており、民間企業やＮＰＯ等を含む法人や団体（個人は不可）で自

治体が指定して議会の議決を受ければ指定管理者になることができる。 

 

 修 繕
しゅうぜん

 

老朽化や故障により損なわれた機能等を一定程度、回復することをいう。 

 

 集約化
しゅうやくか

 

同一又は類似の利用用途（機能）を有する複数の施設を、一つの施設にまとめることをい

う。 
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 [た行] 

 

 大規模
だ い き ぼ

修 繕
しゅうぜん

 

建築物等の性能を維持し老朽化を防止するために、計画的に行なわれる修繕であって、多

額の費用を要する修繕のことをいう。具体的には、鉄部塗装工事・外壁塗装工事・屋上防

水工事・給水管工事・排水管工事などの各種の修繕工事のこと。 

 

 耐震
たいしん

基準
きじゅん

 

耐震基準は、建物が地震の震動に耐え得る能力を定めるもののことをいう。旧耐震基準は、

関東大震災の次の年の 1924 年（大正 13 年）に、世界に先駆けて日本で施行された。そし

て、1981 年（昭和 56 年）に耐震基準が大きく改正され、新耐震基準が誕生した。 

 

 長 寿
ちょうじゅ

命化
みょうか

 

長寿命化工事の実施や、予防保全型管理の実施により、老朽化した施設を将来にわたって

長く使い続けるため、建物の機能や性能を求められる水準まで引上げることをいう。 

 

 投資的
とうしてき

経費
け い ひ

 

歳出を性質別に分けた場合の１区分のことをいう。道路、橋りょう、公園、学校の整備な

ど社会資本の整備に要する経費であり、災害復旧事業費、失業対策事業費及びそれら以外

の普通建設事業費の３種類に分類される。 

 

 特別
とくべつ

会計
かいけい

 

国または地方公共団体の官庁会計において、一般会計とは別に設けられ、独立した経理管

理が行われる会計のこと。 

 

 土木
ど ぼ く

系
けい

公 共
こうきょう

施設
し せ つ

（インフラ施設
し せ つ

） 

公共施設等のうち、いわゆるインフラと呼ばれる施設にあたります。具体的には、道路、

橋りょう、上水道施設、下水道施設などをいいます。 
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[な行] 

 年齢
ねんれい

3区分
く ぶ ん

人口
じんこう

 

年少人口    ０～14 歳 までの人口 

生産年齢人口  15～64 歳 までの人口 

老年人口    65 歳以上の人口 

 

[は行] 

 パブリックコメント 

公的機関が命令・規則・基準などを制定・改廃する際に、事前に広く一般から意見を募る

こと。意見公募手続き。パブコメ。 

 

 バリアフリー 

障がい者・高齢者等の社会的弱者が社会生活に参加する上で生活の支障となる物理的な障

害や精神的な障壁を取り除くための施策、または具体的に障害を取り除いた事物や状態の

ことをいう。 

 

 複合化
ふくごうか

（集約化
しゅうやくか

、多機能化
た き の う か

） 

利用用途（機能）が異なる複数の施設を、一つの施設にまとめることをいう。 

 

 扶助費
ふ じ ょ ひ

 

社会保障制度の一環として、児童・高齢者・障がい者・生活困窮者などに対して国や地方

公共団体が行う支援に要する経費。生活保護費・児童手当などをいう。 

 

 普通
ふ つ う

会計
かいけい

 

個々の地方自治体が設けている各会計区分の範囲が異なっていることなどにより、地方公

共団体間の財政比較や統一的な把握が困難なため、地方財政の統計上、統一的に用いられ

ている会計区分のことをいう。  
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 普通
ふ つ う

財産
ざいさん

 

行政財産以外の公有財産。（地方自治法 238 条 3 項） 

 

 

[や行] 

 

 予防
よ ぼ う

保全
ほ ぜ ん

（予防
よ ぼ う

保全
ほ ぜ ん

維持
い じ

管理
か ん り

） 

損傷が軽微である早期段階に予防的な修繕等を実施することで、機能の保持・回復を図る

管理手法のことをいう。 

（参考）事後
じ ご

保全
ほ ぜ ん

（事後的
じ ご て き

管理
か ん り

･（出典：総務省「公共施設等総合管理計画の策定にあたっ

ての指針の策定について」） 

 

 

[ら行] 

 

 ライフサイクルコスト 

ＬＣＣ（エルシーシー）ともいう。建物が建設から解体されるまでの間に必要となる費用

の合計のことをいう。建設費、修繕費、光熱水費、建物管理委託費等で構成される。 
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